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「令和元年度 消防庁女性活躍ガイドブック」の送付について 

 

 消防庁において、このたび「令和元年度 消防庁女性活躍ガイドブック」を作

成しましたので送付します。 

このガイドブックは、女性消防吏員にかかる基礎データ（基礎数値）資料、都

道府県及び消防本部の取組事例について掲載しています。 

今年度は、消防吏員数が 150人以下の消防本部において、女性消防吏員「０」

から令和元年度に１名以上採用した事例、消防吏員数が 300 人以下の消防本部

において、女性消防吏員を３名以上採用した事例、特別交付税措置を活用し女性

専用施設を整備した事例のほか、「平成 31 年度消防本部における女性消防吏員

活躍推進モデル事業の委託に関する提案募集について」（平成 31年１月 29日付

け消防消第 24号消防・救急課長通知）において提案され、採択された実施事業

などを掲載しています。 

各消防本部においては、「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向け

た取組の推進について」（平成 27 年７月 29 日付け消防消第 149 号消防庁次長

通知）や各本部で設定している目標数値の達成に向けて、本ガイドブックにおい

て紹介している事例等を自らの事務の参考とするとともに、都道府県におかれ

ましては、各消防本部の取組支援や指導を行うとともに、各都道府県内の消防本

部に情報提供をお願いします。 

なお、これまでに作成したガイドブックや、女性活躍に関する通知等について

は、消防庁ホームページにも掲載しておりますので、各消防本部等での取組の参

考にしてください。 

 

【参考】 

https://www.fdma.go.jp/relocation/josei_shokuin/josei-shokuin001.html 

 

 
消防庁消防・救急課 
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１章 女性消防吏員にかかる 

基礎データ（基礎数値）資料 
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95,719 3,942 4.1% 7,789 285 3.7% 6,824 241 3.5%

86,371 3,473 4.0% 7,449 270 3.6% 6,720 235 3.5%

82,143 3,313 4.0% 65,685 2,531 3.9% 7,450 332 4.5% 6,401 261 4.1%

77,052 3,205 4.2% 62,908 2,512 4.0% 6,512 356 5.5% 5,723 274 4.8%

72,509 3,253 4.5% 58,395 2,566 4.4% 6,354 374 5.9% 5,459 306 5.6%

65,352 3,430 5.2% 53,050 2,734 5.2% 6,351 411 6.5% 5,544 329 5.9%
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２章 消防本部の取組事例の紹介 
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【宮城県】黒川
くろかわ

地域行政事

務組合消防本部 

○管轄区域：宮城県富谷市、大和町、大

郷町、大衡村 

○管轄人口：95,069人

○吏員数：145人

（うち女性２人・女性比率 1.4％）

いずれも平成 31年４月１日現在

黒川地域行政事務組合消防本部は、宮

城県の中央に位置し、４市町村で構成し

ている一部事務組合です。１消防本部、

２署、２出張所で構成されており、消防

吏員 145人が業務を行っています。 

当管内には船形山連邦がそびえ、一級

河川の吉田川が流れ自然豊かな環境であ

る一方、県内最大の工業団地が立地し、

自動車関連などの多くの企業が進出して

きています。また政令指定都市である仙

台市のベッドタウンとして、居住者人口

も増加傾向にあり、著しく発展している

地域です。 

平成 31 年４月に初めて女性消防吏員

２人を採用し、女性消防吏員「０」を解

消した同本部にお話を伺いました。 

1.女性採用の経緯

黒川地域行政事務組合消防本部では、

昭和 46年 10月に黒川地区消防事務組合

として発足し、以降平成 31 年４月まで

女性消防吏員の採用はなく、また各庁舎

においても女性専用トイレはあるもの

の、仮眠室や浴室等の施設が整っていな

い状態でした。 

平成 27 年７月の「消防本部における

女性消防吏員の更なる活躍に向けた取

組の推進について」（消防庁次長通知）を

受け、早急に女性消防吏員「０」を解消

することを目標とし、令和８年度までの

採用計画を策定、同時に専用施設の整備

を進めることを課題として取り組み始

めました。 

2.具体的な取組

(1)女性専用施設の整備

これまで、庁舎に女性専用の施設が整

っていなかったことから、まず本部庁舎

の一部を改修し、専用の更衣室を整備し

ました。 

さらに、大郷出張所で倉庫として使用

していた２階スペースにトイレ、洗面施

設、ユニットバス設備等を整備し、既存

の仮眠室２部屋を女性専用として隔日

勤務のできる環境を整備しました。現在、

最大で１当直２人が勤務できるようにな

っております。 

今後は、段階的にではありますが、他

の署所も改修を進め、女性職員が勤務で

きるよう進めていく予定です。 
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(2)職員研修の実施 

女性職員を迎えるうえで職員の意識改

革が必要であると考え、全職員を対象と

したハラスメント防止研修を実施しま

した。 

外部よりハラスメント防止コンサルタ

ントの講師をお招きし、全職員が共通認

識を持って女性職員を迎え入れられるよ

うご講義いただきました。また、ハラス

メント相談員や人事担当者の研修派遣を

継続的に実施しております。 

 

 

 

(3)体力試験基準の見直し 

職員採用試験の２次試験において実施

する体力試験の基準を、文科省の新体力

テスト項目別基準を用いた男女別の基準

とし、男女の体力面での差を合理的に判

断できるように見直しを行いました。 

平成 28 年までは女性の受験者は０人

でしたが、平成 29年に１人、翌年に２人

と増加することができました。 

 

(4)職場体験（インターンシップ）の受け

入れ 

管轄内の中学校・高等学校はもとより

大学校のインターンシップや救急救命士

専門学校からの実習の受け入れや、社会

人講話として県内の高校・専門学校へ卒

業生の派遣を行っております。 

仕事内容や職場環境を実際に体験して

もらうことで、男女問わず消防という仕

事に興味を持ってもらうよう努めており

ます。最近では男子学生より女子学生の

体験希望者が多く、消防という仕事に興

味を持つ女性が増えていることを実感し

ています。 
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3.女性活躍推進への今後の取組と課題 

今後、職員が迎えるであろうライフイ

ベントを組織としてしっかりバックア

ップできるかを課題としています。 

そこで、ソフト面の改善・職場の雰囲

気作りから取組みから始めております。 

例えば、女性に限らず職員が気兼ねな

く休暇を取得できるよう、特別休暇制度

（子の看護、男性職員の育児参加等）を

改めて周知し、取得をすすめるなど、小

さな取組ではありますが、このような取

組が、女性が働きやすい職場環境作りに

繋がると考えています。 

 

4.女性消防吏員の声 

【大友佳苗消防士】 

 

 

私は現場で助けを求めている人の苦痛

を癒すことが出来る救急隊に憧れて、消

防士を志しました。 

私自身、身体を動かすことは好きです

が、あまり得意ではありません。そのた

め、消防学校での訓練では体力的にもき

つく、必死についていくこともありまし

た。周りのほとんどが男子学生だったた

め、足を引っ張らないようにと思い、訓

練に励んできました。 

私は採用から間もないため、今は活躍

できる場が少ないかもしれません。です

が、今後たくさんのことを勉強・訓練し

ていき、自分が出来ることを増やしてい

けるようにしたいです。 

これからいろいろな現場を経験し、住

民の方々に寄り添い、頼られるような消

防士になりたいです。 

 

【加藤日和消防士】 

 

 

私は直接人の役に立てる職業に就きた

いと思い消防士を志しました。 

現在消防学校に入校しており、警防・

救急・救助・予防等を訓練や座学を通し

て学んでいます。体力的につらいときも

ありますが、とても充実感を感じられる

仕事です。 

現場は研修という短い期間でしかまだ

経験できていませんが、職場の方々や防

災訓練等で住民の方々の温かさに触れて、

あらためて消防士を志して良かったと感

じています。 

これから様々なことに挑戦をして活動

の幅を広げると共に次に採用される女性
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職員が働きやすい職場環境を作れるよう

に協力していきたいと思います。 

 

5.メッセージ 

当消防本部では、災害時の公助を担う

消防機関において、女性消防吏員が活躍

することで、更なる住民サービスの向上

が図られることを期待しています。採用

や施設の整備をゴールとすることなく、

職員を「人財」として育成できるよう職

場環境作りに努めてまいります。 

宮城県消防学校初任総合教育第 23 期

学生として同期一丸となって訓練に励ん

でおります。 
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【栃木県】鹿沼市
か ぬ ま し

消防本部 

 

 

○管轄区域：栃木県鹿沼市 

○管轄人口：97,486人 

○吏員数：130人 

（うち女性２人・女性比率 1.5％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

鹿沼市消防本部は、東京から北に約 100

㎞、北関東の中央部に位置しています。管

轄面積は 490.64㎢で、北西部は日光に連

なる足尾山塊からなる山岳地帯であり、

管轄の約７割が森林です。その森林は森

林認証を取得しており、市内産材は東京

五輪施設に使用されています。また、園芸

用土「鹿沼土」の産地であり、古くから、

さつき栽培等の園芸が盛んです。 

近年、栃木県特産品であるイチゴの良

質な産地であることから「いちご市」を宣

言するなど、豊かな自然にめぐまれた鹿

沼市を管轄しています。組織は１本部、１

署、３分署で構成されております。 

平成 31 年４月１日に女性消防吏員２

人を採用し、女性消防吏員「０」を解消、

また、採用を機に、特別交付税措置を活

用して女性専用施設を整備した同本部

にお話を伺いました。 

 

1.女性消防吏員採用の経緯 

当本部は、令和元年度に女性消防吏員

を２人採用したことにより、女性消防吏

員「０」を解消しました。 

実は、これまでに女性消防吏員採用が

なかったわけではありません。当本部初

の女性消防吏員は昭和 46 年にまで遡り

ます。当該女性消防吏員は、採用当初よ

り予防課にて予防業務に従事、昭和 50

年には事務吏員へ職名変更となり、その

後市役所部局へ異動となっております。

当時の旧庁舎は女性専用施設がトイレ

程度、女性用の被服等も当然充実はして

おらず、ハード面だけでなくソフト面に

おいても女性活躍推進には程遠い環境

であったと想像します。それ以来、採用

辞退者があったこともあり、長きにわた

り女性消防吏員の採用がありませんで

した。 

平成 27 年７月の「消防本部における

女性消防吏員の更なる活躍に向けた推

進について」（消防庁次長通知）を受け、

当本部では令和８年度当初までに職員

数に対する女性消防吏員比率を０％か

ら２％にすることを目標とし、そこから

女性消防吏員採用に向けて取組を始め

ました。 

とはいうものの、当本部ではこれまで

通りの採用広報をしており、女性消防吏

員採用に向けた取組は、消防庁から送付

されたポスターやリーフレットを学校

へ配布したり、駅や大型店舗への掲示依

頼をするといったもので、女性消防吏員
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採用に特化した取組は行っていません

でした。 

 

2.女性消防吏員に関する具体的な取組 

上記のとおり、当本部では女性消防吏

員採用に特化した取組は実施しておりま

せんでしたが、採用試験の受験者確保に

向けて行った取組と、その結果、女性消防

吏員が採用されたことで行った取組につ

いてご紹介いたします。 

(1)採用試験 

市内高等学校、県内公務員専門学校等

を訪問し、進路指導担当者へ採用試験案

内の説明を丁寧に実施しているほか、救

急救命士資格関連学校へ採用案内の郵

送を実施しています。 

また、採用試験日程を、市部局Ⅱ類試

験日（高卒、技能職等）と合わせて、こ

れまでの９月実施から 10 月実施に変更

しました。 

これにより、県内消防本部ほとんどの

採用試験日との重複が解消され、受験者

数確保に少なからず関与していると考

えています。 

実際、実施日変更前 25 名から変更後

43名へと受験申込者数は増加しており、

その後も同等数の受験申込者の確保が

出来ています。また、受験申込者の出身

地が市外はもとより県外からも多くみ

られるようになっています。 

採用試験案内には、これまで男性の身

体的基準（身長、体重等の目安としての

基準。採用に影響することはありません）

のみの掲載でしたが、女性の身体的な基

準も掲載することとしました。このこと

で、女性消防吏員採用に門戸を開いてい

ることをアピールできていると考えて

います。 

さらに、女性用体力試験採点基準の見

直しを実施しています。大きく変更はな

かったものの、従来の当本部での基準か

ら「栃木県消防学校体力検定の基準」と

同じくするよう見直しました。 

このような地道な活動の甲斐あって

か、これまで０人が続いた女性採用試験

応募者も、平成 30 年度に実施した採用

試験においては２名の申込みがあり、そ

の２名を採用することができました。 

令和元年度採用試験にも２名の申込

があり、令和２年度の採用に１名の女性

消防吏員が内定しております。 

 

(2)女性消防吏員活躍推進アドバイザー

研修の実施 

実質的な当本部初の女性消防吏員を

仲間に迎えるにあたり、総務省消防庁の

女性消防吏員活躍推進アドバイザー制

度を活用して、令和元年９月、全職員を

対象に、女性の働きやすい環境づくりや

ハラスメント対策についての研修会を

開催しました。 

現職女性消防吏員のアドバイザーよ

り実例を交えた分かりやすい講話をい

ただき、受講した職員からは、ハード面

ソフト面での対応だけでなく、心構えに

おいても有意義な研修であったと声が

上がっています。再活用したい制度です。

まだ制度を利用されていない本部の皆

様、ご活用をお勧めいたします。 
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(3)女性専用施設の整備 

平成３年竣工の当本部庁舎の女性専

用施設は、２階更衣室及び３階建て各フ

ロアのトイレのみ。他の分署３庁舎も竣

工から日は浅いものの、女性専用施設は

トイレのみでした。女性消防吏員の更な

る活躍推進についての機運の高まりに

より、数年前から女性消防吏員採用を見

越した施設整備を検討したものの、財政

難により断念せざるを得ず、採用決定の

タイミングで女性専用施設の整備が急

務となりました。 

幸いにも採用年度の補正予算にて、消

防本部庁舎の消防署フロアにある書庫

20 ㎡を自動施錠できる仮眠室、浴室、洗

面脱衣室、更衣室を兼ねた施設（ホテル

のツインルームのようなイメージです）

に改修することで、新規に女性専用施設

を整備することができました。これによ

り、隔日勤務女性吏員４名分の施設を確

保することができ、消防学校初任教育終

了から間もなくして隔日勤務に従事さ

せることが出来ています。 

また、この女性専用施設整備は、特別

交付税措置を活用した整備となってお

ります。 

 

 

3.女性活躍推進への今後の取組と課題等 

当本部のような小規模本部において

は、職員数に対する女性消防吏員比率を

５％以上とするにあたり、まずは採用希

望者の確保が課題であり、そこから男女

ともに優秀な人材を採用できるよう積

極的かつ効果的な採用試験案内 PR が必

要不可欠な取組だと考えております。 

今後の課題としては、更なる女性専用

施設の充実が挙げられます。また、女性

吏員の採用により、これから各種課題が

明確になってくることと思います。 

例えば、女性吏員が産休もしくは育休

を取得した際の代替職員の確保等、各種

課題に対して今後、他本部の取組を参考

にさせていただきながら対応していき

たいと考えております。 
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4.新規採用の女性消防吏員の声 

【和久井消防士】 

 

私が消防士を志したのは、地元鹿沼市

で大切な家族や友人、市民の方々の命を

守り安心して暮らせるまちづくりに貢

献したいと思ったからです。 

消防という男性中心の職場に、女性が

勤務することに最初は不安を感じてい

ました。しかし、勤務が始まると、皆さ

んが働きやすいようコミュニケーショ

ンを積極的にとってくださり、職場の雰

囲気に早く慣れることができました。 

また、訓練でも男性に敵わない部分で、

上手くいくようアドバイスや、一緒に考

えてくれたり、始めから手を貸すのでは

なく、まずは私自身がやってみてから手

を貸してくれたりと、他の男性職員との

区別をあまりつけずに接していただき

「私も消防士の一員として勤務するこ

とができているんだ。」という嬉しさを

感じました。 

覚えることも多く学ぶことばかりの

毎日ですが、とてもやりがいを感じてい

ます。たくさんの知識を身に付け「目配

り・気配り・心配り」を現場で実践し活

躍できるかっこいい女性消防士を目指

していきたいです。 

 

【植木消防士】 

 

私は小学生の頃から救急隊員の存在

に憧れを抱き、専門学校で救急救命士の

資格を取得し、埼玉県の救命センターで

の勤務経験を経て消防職員になりまし

た。 

現在は消防署で消防隊として活動し

ており、様々な現場に出動しています。 

私の所属では日によって担当する車両

が変わり、また通信業務も含まれており、

覚えなければいけないことも多々あり

大変ですが、先輩方が分かるまで教えて

くれ、時間の合間には自主訓練にも付き

合ってくれるので、自分のスキルアップ

に繋げられています。 

また、職場内の雰囲気は、最初は初の

女性ということでもあり、どう接したら

良いのか分からない部分があったよう

ですが、今現在は特に不便もなく大変良

い環境下で勤務しています。 

男性に比べ体力は劣りますが、「女性

だから」ではなく「女性だからこそ」出

来る気配り・優しさをモットーとし、火

災・救急問わず現場で必要とされる職員
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になりたいと考えています。 

特に救急現場では、救急救命士として

現場での迅速な判断・処置を施し、傷病

者に対しての思いやりを持ちながら接

していきたいと考えています。 
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【長崎県】松浦
まつ うら

市消防本部 

 

 

○管轄区域:長崎県松浦市 

○管轄人口:22,533人 

○吏員数:65人 

（うち女性２人・女性比率 3.1％) 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

松浦市は、長崎県本土の北東端に位置

し、伊万里湾に面した地域にあって、東

は佐賀県伊万里市、南は佐世保市、西は

平戸市に接しています。アジ・サバの水

揚げ量は、日本有数を誇り、アジフライ

の聖地松浦を宣言しています。 

また、元寇の折に活躍した松浦党発祥

の地としても知られており、歴史と浪漫

に溢れ、山の緑と美しい海に恵まれた自

然豊かなまちです。 

松浦市消防本部は、１消防本部、１消

防署、２出張所で構成されており、消防

吏員数 65人の小規模消防本部です。 

日勤 13 人を除く大半の消防吏員が本

部と署業務を兼務しており、災害の種類

により分隊を編成し車両を変えて対応す

る乗換え運用を行っています。 

平成 31 年４月１日に初めて女性消防

吏員２人を採用し、女性消防吏員｢０｣を

解消した同本部にお話を伺いました。 

 

1.女性活躍の経緯 

昭和 48 年４月１日に旧松浦地区消防

組合が業務を開始し、平成 22 年３月 31

日に市単独の松浦市消防本部が発足以降、

平成 31年４月１日までの 46年に渡り女

性消防吏員の採用がありませんでした。 

平成 27年７月の「消防本部における女

性消防吏員の更なる活躍に向けた推進に

ついて」（消防庁次長通知）を受け、平成

30 年４月に松浦市消防本部女性活躍推

進計画を策定しました。早急に女性消防

吏員｢０｣を解消し、早い段階で複数人を

確保することを当面の目標として、令和

８年度当初までに女性消防吏員の比率を

４％にすることを目標とし、取組が始ま

りました。 

 

2.女性消防吏員採用のための具体的な

取組 

(1)女性専用施設 

平成27年12月に竣工した新庁舎には、

女性専用の仮眠室、浴室、更衣室などの

施設を整えています。女性消防吏員採用

後には、洗濯機、乾燥機の整備を行って

います。 

 

18



 

 

(2)受験資格の見直し 

職員採用試験の受験資格において、普

通自動車運転免許の条件をこれまでオー

トマチック限定は除くとしていましたが、

新車登録台数の約 98％がオートマチッ

ク車であり、普通免許取得者の半数以上

がオートマチック限定との統計を受け、

女性の応募者を増加させるためにオート

マチック限定でも受験可能としました。

採用試験女性受験者で免許取得者は、全

員オートマチック限定でした。 

また、身長・体重の制限を設けていま

すが、おおむねの語句を追加し、その問

合せなど女性受験者からありましたが柔

軟な対応を行いました。 

 

(3)体力試験種目の見直し 

職員採用試験の二次試験において実施

する体力試験は、消防吏員として勤務す

るにあたり、最低限必要であり、これま

でに５種目を実施し体力及び持久力を測

定していました。 

しかし、体力試験の中で持久力につい

ては受験者に敬遠されると判断し、また、

採用後に、徐々に持久力をつけることが

可能であると考え、1000 メートル走を種

目から除きました。 

 

(4)広報活動の強化 

職員採用試験における広報活動につい

ては、これまでホームページ、市広報誌

を中心に実施していましたが、女性が受

験しやすい環境であることを周知するこ

とを目標として、高校、救命士養成専門

学校、大学に当本部が作成したチラシを

採用案内とともに配布しました。 

市長部局がＳＮＳでの広報を実施して

いたため、若年層への情報の発信に適し

た Facebookを開設し、女性専用施設など

のＰＲを行いました。 
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また、管内の高校には直接出向き、公

務員試験担当教諭に業務内容等の説明を

行いました。 

 

(5)女性限定インターンシップ及び職場

体験受け入れ 

当本部は女性専用の施設があり、女性

でも安心して働ける職場をＰＲするため、

女性限定のインターンシップを６月に

開催しました。 

開催に際し、女性消防吏員が在職して

いないため、近隣消防本部から女性消防

吏員２人の派遣をお願いし、女性消防吏

員から女性が必要とされていることなど

を話していただきました。 

また、経験を交えながら質問に答えて

いただき、その後、訓練の展示、施設見

学等を行いました。県内をはじめ九州各

地から応募があり、参加した女性から消

防に興味がわき、消防についての仕事を

詳しく知る事ができたとの感想をいただ

き大盛況に終わりました。 

インターンシップの実施及び Facebook

の情報発信が功を奏し、女性の受験者が

前年の０人から５人に増加しました。 

また、若年層から消防のＰＲを行う必

要があると判断し、中学校の職場体験を

受け入れ、消防の仕事に興味を持っても

らっています。 

 

 

3.女性活躍推進への今後の取組みと課題 

(1)女性消防吏員の必要性 

 特に救急の現場では、女性消防吏員が

いれば、女性の傷病者の対応時に安心感

を与えることができ、スムーズな活動が

できると考えます。 

また、地元新聞社などの取材に応じ掲

載されたことにより、市民へ女性消防吏

員が採用されたことを知ってもらうこと

ができました。 

その結果、応急手当指導、避難訓練指

導時に女性の市民から今までは、男性消

防吏員に聞くことができなかった質問も

女性消防吏員が採用されたことにより

聞きやすくなったとの意見がありまし

た。 

 

(2)職員の意識改革 

初めて女性を採用するにあたり、女性

消防吏員への接し方や活躍の場、そして

産休、育休への対応が課題であり、迎え

る側の男性消防吏員の意識を変える必要

もありました。 

特にセクハラを含む職場のハラスメン

ト対策が急務であったため、女性消防吏

員活躍推進アドバイザー制度を活用し、

京都府 乙訓消防組合消防本部からアド
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バイザーをお招きし、様々なお話を伺う

ことができました。 

また、女性消防吏員採用後は、消防大

学校から女性助教授をお招きし、ハラス

メント防止対策について講義をしていた

だきました。 

現職の女性消防吏員から様々な経験談

を聞くことで、男女が共に働きやすい職

場環境になっていくと考えられます。今

後も積極的に研修会を実施していく予定

です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

4.女性消防吏員の声 

【和田消防士】 

 

公務員専門学校卒業後、別の職業につ

いていましたが、学生の頃からの夢を諦

めきれず、消防吏員を目指しました。 

平成 31年４月１日に採用され、松浦市

初めての女性吏員ということで不安もあ

りましたが、職場の雰囲気も良く、また

仮眠室や更衣室などの施設もとても充実

しており、恵まれた環境で勤務すること

ができています。 

９月２日から、消防学校初任科、令和

２年２月５日から救急科に入校中ですが、

卒業後の勤務に向け、日々の訓練を通し

知識や技術の習得、体力の向上に励んで

います。男性に負けないという気持ちも

大切ですが、市民の方々に対して、また

職場の中で「女性として」何ができるか

をたくさん見つけられる消防吏員を目指

していきたいです。 
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【加世田消防士】 

 

中学生の時に祖父が倒れ、その時に対

応して下さった救急隊員が私たち家族に

優しく声をかけ、必要な処置を施して迅

速に病院へ搬送する姿を目の当たりにし

ました。その姿を見て私もなりたいと思

い、大学で救急に関する知識や技術を身

に着けて救急救命士の資格を取得後、消

防に入りました。 

本部と署の業務を兼務で行っているの

で、様々な消防業務を経験することがで

き、やりがいを感じています。訓練等を

通じて体力や力のなさを痛感する場面も

ありますが、そのような時は先輩方がサ

ポートして下さるのでとても心強いです。

救急や火災現場など様々な場面で傷病者

や関係者に少しでも安心感を与えられる

女性消防吏員になりたいと思います。 

 

5.メッセージ 

消防業務は、男性の職場というイメー

ジが強く、いろいろな取組の中で管轄区

域の女子中学生、高校生も同じイメージ

を抱いていることを強く感じました。 

今後も、ＳＮＳを活用した広報活動及

びインターンシップなどを通じ、女性が

活躍できる様々な業務があることを市民

へアピールしていくことが重要だと考え

ます。 

当本部の女性消防吏員は今後様々な業

務で活躍することが期待されます。今後

とも男女が共に協力し、活躍できる職場

環境づくりを進めていきます。 
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【大阪府】島本町
しまもとちょう

消防本部 

 

 

○管轄区域：大阪府島本町 

○管轄人口：31,167人 

○吏員数：45人 

（うち女性１人・女性比率 2.2％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

島本町消防本部は、１本部１署で構

成されており、消防吏員数 45人の小規

模消防本部です。 

島本町は、大阪市と京都市のほぼ中

間に位置しており、大都市へ通勤・通

学される方が多く、豊かな緑や水とい

う良好な生活環境から、衛星都市のベ

ッドタウンとして発展を遂げていま

す。 

また、日本初のウイスキーの蒸溜所

である「サントリー山崎蒸溜所」が立

地しており、日本のウイスキー発祥の

地としても有名です。 

 平成 19 年度に初めて女性消防吏員を

採用し、その後退職され、０人の状態が

続いていましたが、平成 31 年４月に女

性消防吏員１人を採用し、女性消防吏員

「０」を解消した同本部にお話を伺いま

した。 

1.女性活躍の経緯 

 平成 27 年７月の「消防本部における

女性消防吏員の更なる活躍に向けた取

組の推進について」（消防庁次長通知）を

受け、早期の女性消防吏員「０」の解消、

女性消防吏員の目標設定を２人とし、老

朽化した女性用トイレの改修や女性消

防吏員の活躍を支える施設改修につい

て、女性専用施設整備のための特別交付

税措置の活用を含めた検討を行い、取組

が始まりました。 

 

2.女性採用に向けた具体的な取組 

 受験者を拡大するため、消防庁から配

布された「女性消防士なるほど BOOK」

「WORK+LIFE ガイドブック」「啓発ポス

ター」を管内の情報コーナーや体育館、

図書館等に設置し、女性消防吏員の活躍

や役割を広報しました。 

 また、専門学校の受験担当者への受験

の呼びかけを行っているほか、施設見学

を希望する受験者に対して、消防吏員が

説明等を実施するなど、消防本部が身近

に感じられる取組を行っています。 

 こうした取組の結果、ここ数年間女性

の受験者も横ばいに推移しており、令和

元年度の採用につながったものと考え

ております。 
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3.女性専用施設の改修 

 女性専用施設については、昭和 53 年

に建築されたままの老朽化したトイレ

のみであったことから、女性専用施設整

備のための特別交付税措置の活用を含

めて施設改修の検討を行い、令和２年１

月に女性専用施設の改修が完了しまし

た。 

改修するにあたり、近隣の消防本部の

女性施設を見学させていただくととも

に、利用されている女性消防吏員の意見

を参考にすることが出来ました。 

また、内装や装備品の設計時には、女

性消防吏員も同席し、安心して消防業務

に取り組める環境づくりへの理解を深

めてもらいました。 

女性トイレ、浴室、洗面室、洗濯機、

乾燥機を据え付けた女性専用の衛生設

備を整備し、仮眠室、更衣室、休憩室に

ついては衛生設備を備えた部屋と別室

にすることにより、限られた中で広いス

ペースを確保することが出来ました。 
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4.職員への教育 

ソフト面の取組として、職員は、毎年、

島本町の一般職員を対象にした人権研

修、ハラスメント研修にも積極的に参加

するとともに、消防本部でも独自にハラ

スメント研修を実施しております。 

また、女性消防吏員の従事制限につい

ての教育を行い、女性が活躍できる環境

づくりの意識の向上につなげておりま

す。 

 

5.女性活躍の必要性 

 消防の業務は、非常に公共性の高い業

務であり、多様な視点が求められていま

す。  

特に救急業務では、傷病者の抵抗感を

より少なくして活動することが求めら

れており、現在、職員の５割が救急救命

士の資格を有しているものの、男性、女

性のそれぞれの消防吏員が対応するこ

とは、より住民の皆様への対応力が向上

するものと考えられます。 

性別に捉われることなく、適材適所へ

の配置や人材活用が本町の消防力の強

化と考えています。 

 

 

 

6.女性消防吏員の声 

島本町消防本部を志望した理由は、小

さな町だからこそ、より住民の皆さんに

寄り添うことができ、１人でも多く救急

医療の知識を身につけてもらえるよう

な活動を行える環境であると思い志望

しました。 

島本町消防本部に採用された時には、

女性の職員が一人も居ないことから、正

直不安でしたが、周りの職員から「女性

だから出来ない」と言われたことは一度

もありませんし、「女性にしか出来ない

こともある」とサポートをしてもらって

います。 

消防業務は性別に関わらず、体力、技

術、知識が必要とされます。女性だから

と挑戦せずに諦めたくはありません。体

力面に関しては、男性に比べて努力が必

要なこともありますが、挑戦して出来た

際の達成感は努力した分だけ大きく、や

りがいのある仕事であると感じていま

す。 

これからは、住民の皆さんに少しでも

安心感を与えることの出来る消防士に

なりたいと思います。 
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7.メッセージ 

 本町のような小規模消防本部では、消

防署業務は兼務とし、災害出場時は車両

の乗り換え運用を行っており、現場で活

動する職員も少数となります。また、日

勤者在勤時は日勤者も現場出場するこ

ととしています。 

女性消防吏員については、消防学校修

業直後は、女性専用施設の改修中でもあ

り日勤勤務による警備課配属としまし

た。現場への不安を感じないように、日

勤勤務による訓練の充実、現場経験を多

く積むことによる不安の払しょくに取

り組みました。 

様々な立場で働くことが、職員の意識

改革につながっており、男性、女性それ

ぞれのライフプランをスムーズにサポ

ートできるものと考えています。 
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【埼玉県】春日部市
か す か べ し

消防本部 

 

 

○管轄区域：埼玉県春日部市 

○管轄人口：234,246人 

○吏員数：281人 

（うち女性７人・女性比率 2.5％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

春日部市消防本部は、都心から 35㎞圏、

埼玉県の東部に位置し、１本部、２署、６

分署で構成された消防本部です。市内には、

東西方向に東武アーバンパークライン（鉄

道）と国道 16 号が横断し、南北方向には

東武スカイツリーライン（鉄道）と国道４

号が縦断しており、首都圏における交通の

要衝として発展してきました。 

また、洪水を防ぐために国により建設さ

れた世界最大級の地下放水路「首都圏外郭

放水路」が周辺地域の浸水被害を軽減して

いることでも注目を集めています。 

近年では、３年連続で女性消防吏員を採

用しており、平成 29年度、平成 30年度に

各１名、令和元年度には４人を採用し、女

性消防吏員が７人となった同本部にお話

を伺いました。 

1.女性採用の経緯 

平成９年に当消防本部で初となる女性

消防吏員１人を採用し、引き続き平成 10

年度に１人を採用しました。その後、平成

28 年度まで女性消防吏員の採用はありま

せんでしたが、「消防においても、女性の

活躍の場を広げることが住民サービスの

向上に繋がる」との認識から、女性消防吏

員の採用に向けた広報等を積極的に取り

組んだことで、女性の受験者が増員し、平

成 29 年度から３年間で６人の女性消防吏

員を採用することができました。 

 

2.具体的な取組 

(1)広報活動の強化 

消防においても女性消防吏員の職域が

拡大され、すでに女性消防吏員が活躍して

いることを知ってもらうため、男性消防吏

員と同様に活動している女性消防吏員を

モデルにしたポスターや、リーフレットを

作成しました。 

そのポスターとリーフレットを持参し、

近隣の高等学校等への訪問や、埼玉県内市

町村職員採用合同説明会への出展を行い

ました。 

説明会では、男性だけでなく、女性消防

吏員が生の声を届け、消防業務の説明に

加え、実際に働いている感想や、やりがい

などを伝えたことで、より一層の興味を持

ってもらうことができました。 
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(2)職員の意識改革 

○消防長から幹部職員への訓示 

女性消防吏員の増加や、現場部隊等へ

の配属にあたり、幹部職員の定例会議に

おいて、消防長から「男女が平等に活躍

できる場を確保するため、男性職員の意

識を変えていかなければならない。まず

は幹部職員が意識を持ち、性別で区別せ

ず、個人の資質を活かせる環境を整える

ことが重要である。」との訓示がありま

した。 

 

○女性消防吏員活躍推進研修会の開催 

総務省消防庁の「女性消防吏員活躍推

進アドバイザー制度」を活用し、昭和女

子大学大学院の山﨑洋史教授を講師に

「女性消防吏員活躍推進研修会」を開催

しました。 

講師からは、女性消防吏員の意義や配

慮すべき事項、職場におけるセクハラ対

策、人材育成について、ご講演いただき

ました。 

参加した職員からは、「男性にはない

女性ならではの考え方や、強みがあると

感じました。積極的に活躍できる環境を

作っていかなければならない。」、「同性・

異性を問わず、その人にあった能力を伸

ばせる職場・組織でなければならないと

感じました。相手を尊重し、思いやりを

もって受け入れたい。」、「女性側も自ら

活躍できる場所を見つけていくことが

重要と感じた。」などの感想があり、充

実した研修となりました。 

 

 
 

(3)女性専用施設の整備 

平成 29 年度の約 20 年振りの女性消防

吏員の採用を契機に、消防本部兼春日部消

防署庁舎の既存施設を利用して、女性用施

設整備を行いました。 

これまで、女性用施設は日勤職員に対応

した施設のみでしたが、女性消防吏員の活

躍の場を広げるため、消防、救急、救助な

どの現場の部隊や、指令センターで従事す

る隔日勤務に対応する女性職員専用仮眠

室、女性専用のシャワー室を整備しました。 
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女性職員専用仮眠室は、指揮隊用の仮眠

室を改修したものです。 

更なる女性消防吏員の増員に対応する

ため、庄和消防署庁舎でも既存の施設を改

修した女性用施設整備を行い、令和２年度

から女性消防吏員を配置できる環境を整

えました。 

 

 
女性更衣室 

 

 

女性職員専用仮眠室 

 

(4)女性連絡会の設置 

女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律（平成 27 年法律第 64 号）に

基づき、女性の処遇改善、職場内の女性

の活躍推進、仕事と家庭の両立などの課

題について検討するため、春日部市消防

本部消防職員女性連絡会を設置しました。 

連絡会は、全女性消防吏員と、必要に

応じて男女共同参画の観点から消防長が

指名した男性職員が参加しています。 

また、市役所人事課の女性職員がオブ

ザーバーとして参加しています。男女が

課題を共有し、相互理解を深められる機

会となっています。 

 

 
 

3.女性活躍推進への今後の取組と課題等 

現在、２署で女性消防吏員が現場部隊と

して、隔日勤務が可能となっています。今

後は、分署においても、女性が勤務できる

環境を整備し、活躍の場を広げていく必要

があります。 

また、育児休暇や、出産休暇などはすで

に整備されていますが、その休暇中の人員

の補充措置の方法などが今後の検討課題

となっています。 

 

4.女性消防吏員の声 

春日部市消防本部では、現在、総務課、

予防課、指令センター、指揮隊、消防隊で

７人の女性消防吏員が活躍しています。こ

こで実際に各業務に従事している女性消

防吏員の感想を紹介します。 

29



○母親が負傷している現場で、不安になっ

て泣きやまない子どもを男性隊員から

代わって対応し、落ち着かせることがで

きたときに女性隊員ならではの特徴を

活かせることができたと実感すること

ができました。 

 

○119 番通報を受けた際に、「話し方が柔

らかいので、相手が安心して話せてい

る。」と、上司に言ってもらい、やりが

いを感じることができました。 

 

○立入検査で、女性しか働いていないエ

ステなど、これまで男性が入室すると不

審に感じられる恐れのある場所を自分

が対応することで安心してもらえまし

た。 

 

 
 

5.メッセージ 

女性を採用する前に女性専用の施設や

環境を整えられることがよいのはもちろ

んですが、全ての準備を事前に済ませるこ

とは困難な場合もあります。 

女性消防吏員を採用することで、見えて

くる課題や、必要な環境整備もあるのも事

実です。消防においても、女性が活躍する

ことで、住民サービスが向上するだけで

なく、職場の多様性が広がり、活性化に繋

がっています。 

今後も、女性の特性を生かしつつ、男女

が平等に活躍できる場を広げていきます。 
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【熊本県】八代
やつしろ

広域行政

事務組合消防本部 

 

 

○管轄区域：熊本県八代市、氷川町 

○管轄人口：139,151人 

○吏員数：232人 

（うち女性 11人・女性比率 4.7％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

 八代広域行政事務組合消防本部は、熊

本県南部に位置し、八代市と氷川町の１

市１町で構成され、東部は、九州山地を

有し、一級河川球磨川が中央部の八代平

野を流れ、西部は八代海へと広がる風光

明媚な地域です。九州南部の鉄道・高速

道路など陸上交通の結節点で、また、大

型船が入港する港湾交通の拠点でもあ

り、陸・海路交通の要衝でもあります。 

当本部における最初の女性消防吏員

は、就職氷河期と呼ばれた時代の平成４

年度に採用した２人です。当時は、女性

の 24 時間勤務が可能となる女性労働基

準規則が改正される２年前の採用で、日

勤業務からのスタートでした。 

その後、10年にわたり女性消防吏員の

採用者がなく、１人が退職となりました

が、平成 14年に１人、平成 20年代の 10

年間で６人が採用されました。 

平成 31 年４月には３人が採用され、

女性消防吏員が 11 人となった同本部に

お話を伺いました。 

 

1.女性消防吏員採用の取組 

(1)職員採用ポスターによる広報活動 

今までの当本部の職員採用に伴う広

報活動は、構成市町及び組合発行の広報

紙やホームページへ掲載するだけの広

報を行っており、受験者数も伸び悩んで

いる状況でありました。 

そこで、幅広く受験者を募るため、平

成 25 年度からポスターによる広報も行

うこととし、毎年度テーマを掲げ、受験

者に少しでも興味を抱いてもらえるよ

う大型客船とのコラボポスターや若手

職員への伝承を表現したポスターなど

工夫を凝らしたものを作成、管内の大学

や高校、公的機関へ直接訪問し、掲示を

お願いしながら、受験の積極的な呼びか

けを行ってまいりました。 

その成果もあってか、受験者数も徐々

に増えていき、中でも女性の受験者が増

えてまいりました。これは、男性職場と

思われている消防職において、女性も就

業していることを知ってもらうため、ポ

スターに女性消防吏員も積極的に起用

し周知した結果ではないかと考えてお

ります。 

そこで、平成 27年７月の「消防本部に

おける女性消防吏員の更なる活躍に向

けた取組の推進について」（消防庁次長
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通知）を受け、当本部では令和８年度ま

でに女性消防吏員の比率５％を数値目

標に掲げ、平成 30年度のポスターでは、

まだまだ住民の方々への女性消防吏員

活躍の認知度が低いということもあっ

て、女性消防吏員だけで作成したポスタ

ーにより広報活動を行いました。 

その結果、この年は、３人の女性が採

用となりました。 

 

 

 

(2)就職説明会における広報活動 

 平成 28 年度から、管内高校の就職説

明会に参加し、当該高校を卒業した職員

に、消防活動の生の声を生徒に伝えたり

するなど、当組合をＰＲする活動を行っ

ております。 

中でも、概要説明時に消防活動を紹介

する映像に、女性消防吏員が現場活動す

る場面を取り入れ、女性も消防で活躍す

る姿を説明するなど、女性も消防へ興味

を持ってもらうような取り組みも行っ

ており、年々、女子生徒の参加者も増え

ています。 

 また、令和元年度から、自衛隊・警察

と合同の就職説明会を開催し、住民の生

命・財産を守るという同業的な職業を希

望している方々へも積極的な広報活動

を行っております。全体の参加者 24 人

のうち６人が女性であり、こういった

方々へも女性活躍のＰＲを行っており

ます。「女性警察官を希望していますが、

女性消防官にも興味が出ました。」とい

う声もありました。 

 

 

 

2.オブザーバー活動の取組 

 「女性の視点を活かした防災ミニブッ

ク」作成のための検討会のオブザーバー

として女性消防吏員を推薦しておりま

す。これは、構成市である八代市で計画

されているもので、ミニブック作成のた

め、女性消防吏員の視点から住民の方々

へ、防災についての助言やアドバイスを

いただきたいということで参加してい

るものです。プロ目線での的確な助言等

により、少しでも地域に貢献ができ、住
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民の方が防災への理解を深め、災害に強

い地域となるような素晴らしいミニブ

ックができることを期待しているとこ

ろです。 

 今後、このような、女性が活躍する場

などへの協力要請があれば、積極的に協

力していきたいと考えております。 

 

3.女性消防吏員の声 

【勤続年数：10年 階級：士長】 

 私は、以前から人の役に立つ仕事がし

たいと考えており、その中でも、助けを

求めている方にいち早く駆けつける消

防吏員に憧れていました。現在私は、救

急救命士の資格を取得させて頂き、消防

隊と救急隊を兼務で勤務をしています。 

 採用当時は、私を含む２人の女性消防

吏員が採用され、県内でも女性消防吏員

は珍しく、当本部でも女性が現場に配属

されたのは、私達が初めてのことでした。

不安な思いもありましたが、その思い以

上に組織や周囲の先輩方の配慮やサポ

ートがありました。体力面等において、

どうしても男性に劣る点はありますが、

それを補う女性にしか出来ない点を武

器にしていければ良いと考えました。 

 119 番通報をされる住民の方々の多く

は、焦りや不安感をもたれている方が多

いため、常に住民の方々の気持ちに寄り

添い、困っている方の人生、さらには心

も救えるような消防吏員を私は目指し

ました。 

 実際現場において相手が女性や子ど

もの場合、隊長から積極的に対応を任せ

られることもあり、相手に安心感を与え

ることは、女性が優位な場合が多いと現

場を通じて実感しています。 

 消防の活動は幅広く、消火活動や救急

活動の第一線で働くこともできますし、

予防課等で避難訓練の指導や防災の広

報活動など、いかに災害を未然に防ぐか、

地域の方々や事業所等に教育・訓練・指

導するなど、デスクワークに就くことを

選択することも可能であり、自分が活躍

できる場所を探すことができます。 

 私は女性消防吏員の活躍が、「地域住

民サービスの向上に繋げられる。」と実

感していますので、今後、少しでも広げ

ていけるよう頑張ります。 

 

 

 

4.今後の取組 

女性の社会進出が進む中、全国の女性

消防吏員の割合は 2.9％とかなり少ない

状況であります。少ないからといって女

性消防吏員が必要ないかというとそう

ではありません。 

女性消防吏員へ、今までの経験から、

「女性消防吏員が必要であると感じた

時はあったか。」尋ねたことがありまし

たが、ほとんどの女性消防吏員からの答

えで、救急現場での、「女性隊員で安心し

た。」という、特に女性の傷病者からの声
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を聞くと必要性を感じるということで

した。他にも、119 番応対時に「女性な

ので安心して話ができた。」とか、女性で

ないと理解し難い内容の話をした際、

「いてくれて助かった。」などの声でも

必要性を感じたということでした。 

実際、男性から考えても、女性の傷病

者には女性が対応した方が良いと感じ

ますし、住民からの女性消防吏員のニー

ズは高いと思います。 

職場内においても、今まで男性しかい

なかった中に、女性がいるだけで変化が

生まれ、女性の意見も聞くことができ、

幅広く業務に生かされているという話

を聞きます。 

また、女性消防吏員の採用に伴い、今

後、女性幹部候補としての人材育成が必

要となってくるため、現在まで、２人の

職員を消防大学校へ入校させ、女性活躍

推進のための人材育成を行っておりま

す。 

今後は、受講した女性消防吏員や住民

の意見を取り入れながら、女性活躍に即

した女性消防吏員の必要性が高い部署

等へ適材適所に配置するなど、住民の安

心、安全に寄与していかなければならな

いと考えております。 

 

 

5.メッセージ 

 当本部では、男女を問わず消防職員

の受験者数の増加を図ることを目的と

して取り組んでまいりました。その中

で、女性の受験生が少ないことや数値

目標達成の目標もありましたので、女

性消防吏員の活躍も機会あるたびに取

り上げ広報してまいりました。 

 その結果、平成 20年から現在に至る

まで９人が採用され、令和２年度には

12人となる予定で、女性消防吏員の割

合は５％を超えることとなります。 

 これは、採用の取組でも記載してお

りますとおり、地道に女性消防吏員の

就業を周知したことや、女性職員の採

用が増えたことにより、女性専用の仮

眠室や浴室などのハード面の整備、同

じ署内に女性消防吏員が複数名配属さ

れており、相談ができるような環境に

あることや、結婚後の育児休業や勤務

体制の整備などのソフト面の整備が整

っていることなど、相乗効果が重なっ

て、女性消防吏員の採用に繋がり、ひ

いては女性活躍に繋がっていったもの

と考えております。 

当本部の取組が少しでも他の消防本

部の参考となれば幸いです。 
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【秋田県】大曲
おおまがり

仙北
せんぼく

広域市

町村圏組合消防本部 

 
 

○管轄区域：秋田県大仙市・仙北市・美 

郷町 

○管轄人口：126,968人 

○吏員数：286人 

（うち女性７人・女性比率 2.4％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部は

１本部２署８分署で構成され、秋田県南

部の大仙市・仙北市・美郷町の２市１町

2,128.67㎢を管轄する消防本部です。 

大仙市は古くから県南の交通の要衝で

あったことから、現在でも秋田新幹線や

秋田自動車道等、陸路・鉄路の結節点と

して拠点機能の強化が図られています。

毎年８月の最終土曜日に開催される全国

花火競技大会「大曲の花火」は「日本三

大花火大会」の１つで 70万人以上が訪れ

ます。 

奥羽山脈の山々に抱かれた仙北市は、

秋田県全体の 9.4％を占める広大な面積

を有しており、その約８割が森林地帯と

なっている自然豊かな地域です。角館の

武家屋敷と桜並木、水深日本一の田沢湖、

西木の小正月行事「紙風船上げ」には毎

年多くの観光客が訪れています。 

美郷町は奥羽山脈を源流部とする豊か

な土壌に恵まれ、県内有数の穀倉地帯を

形成しています。貴重な高山植物群落が

見られる真昼岳の県立自然公園、２万株

が咲き誇る千畑ラベンダー園、全国名水

百選の一つである六郷湧水群、後三年の

役に関する史跡など、いたるところに自

然と文化の魅力が満ちあふれています。 

平成 20 年に女性消防吏員を初めて２

人採用し、現在７人の女性消防吏員が活

躍しています。 

平成 30 年度に特別交付税措置を活用

し、女性専用施設を整備した同本部に、

その取組についてお話を伺いました。 

 

1.女性採用の経緯 

 昭和 47 年に消防本部が発足し、平成

20 年３月までは長らく男性吏員のみの

本部でした。この間、女性吏員の採用に

ついて組織内外で協議されてきましたが、

男女雇用機会均等法の改正や、総務省消

防庁から女性消防職員の採用、職域拡大

等に係る通知を受け、「男女等しく能力を

発揮でき、働きやすく働きがいのある職

場」を目標に、平成 20年４月１日に初め

て２人の女性吏員を採用し、24年に２人、

25年に２人、28年に１人を採用し、現在

７人が活躍中で、勤務形態は日勤が２人、

交替制勤務が５人、内４人が救急救命士

有資格者です。 
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2.具体的な取組 

(1)女性専用施設の整備 

平成 22 年度に大曲消防署に女性専用

施設が整備されるまで、当直勤務用の女

性専用施設がなく、最初に採用した女性

吏員には申し訳なかったのですが日勤を

してもらいました。 

 その後、平成 25年度には角館消防署の

女性専用施設を整備し、平成 30年度には

特別交付税措置を活用し、大曲消防署南

分署、老朽化により改築した消防本部及

び大曲消防署庁舎にそれぞれトイレ・浴

室・洗面所・待機室・仮眠室・ロッカー

室を一室にした施設を整備しています。 

 

【旧大曲消防署女性専用施設】 

旧大曲消防署の女性専用施設は元々リ

ネン室だった場所を改修したもので、写

真のとおりとても手狭な施設でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新大曲消防署女性専用施設】（特別交付

税措置を活用 措置額 22,873千円） 

 

 
 

 
 

 

 

テンキーロック
を採用 
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【新大曲消防署女性専用施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【角館消防署女性専用施設】 
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【大曲消防署南分署女性専用施設】（特別

交付税措置を活用 措置額 7,627千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)出産・育児のサポート 

現在１人が育児休業中で、産前・産後・

育児休業制度を取得しやすい環境作り、

職場復帰し働き続けることができるよう

組織をあげてサポートをしています。 

今年度から妊娠中の職員が着用しやす

く動きやすい「マタニティー執務服」を

導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38



(3)女性吏員の活躍の現状 

当消防本部の交替制勤務は３部制を採

用しており、毎当直ほぼ同じ隊員となり

ますが、車両の乗り組みは完全固定には

しておらず、人員の関係上乗り換え運用

車両もあります。 

 救急救命士資格を有していても、消防

隊員や指揮隊員となる日もあります。 

 防火査察や火災調査等の業務も担当し

ますので、オールマイティーな知識・技

術が必要です。 

 このような現状の中で女性吏員は体

力的な面を除き、男性吏員に全く引けを

とらず業務をこなしています。 

 多忙な中、勉強熱心で知識技術の習得

に努める姿は、男性吏員も見習う部分が

たくさんあります。 

また、女性ならではの気付き、きめ細

やかさ、気配りは男性吏員だけだった頃

の職場の雰囲気からするとかなり和や

かになったことを実感します。 

 当消防本部では昭和 61年に、火災予防

のＰＲのために若手職員が中心となり消

防太鼓隊を結成し活動しています。 

100 人の隊員の内、女性吏員５人が打

ち手として在籍し、防火・防災のキャン

ペーンや、地域の催し等で演奏し火災予

防啓発に努めています。 

 消防職員意見発表会にも積極的に出場

し、平成 27年に赤倉理沙消防士が全国大

会最優秀賞、28年には石郷岡美幸消防士

が東北大会優秀賞、30年には吉田瑞穂消

防士が全国大会入賞の成績を収めており

ます。 

 

 
赤倉理沙消防士 

 

(4)女性吏員募集の取組 

 毎年５月に消防本部主催の管内高等学

校を対象にした、消防職員採用説明会や

ハローワークが主催する高校生向け企業

説明会等で女性吏員の募集についてのＰ

Ｒを実施しています。 

高校生向け企業説明会には毎年女性

吏員を派遣し、業務の内容や職場環境等

について直接伝えてもらっています。 

救急救命士養成専門学校実習やインタ

ーンシップで来た学生に女性がいる場合

は、女性吏員１人が担当としてサポート

にあたります。これも募集のＰＲに一役

買っています。 

 

企業説明会の模様 
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消防職員募集案内表紙 

 

3.女性活躍推進への今後の取組と課題等 

 女性が働きやすい職場環境とは男性も

働きやすい職場環境であることが第一で

す。定時退庁日等の設置と実施の徹底、

年次有給休暇の取得促進、職場全体で超

過勤務の縮減を進め、ワーク・ライフ・

バランスを推進し、男女の仕事と家庭の

両立支援に取り組んでいきます。 

女性吏員がこれからも長く勤務でき、

将来は幹部として活躍できるよう多様な

職務機会の付与や、能力向上のための研

修に積極的に参加させ、キャリア形成を

支援する取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

4.女性消防吏員の声 

【平成 28年採用 石田彩茄消防士（救急

救命士・消防隊兼務）】 

 

 

(1)消防職員を目指した理由 

祖父が倒れ、救急車で運ばれたことを

きっかけに救急救命士の存在を知り目指

そうと思いました。 

 

(2)大曲仙北広域市町村圏組合消防本部

を選択した理由 

 秋田県内でも女性職員の人数が多く、

女性職員の活躍（第 38回消防意見発表全

国 1 位、女性救命士の活躍）が目立って

いたため大曲仙北消防の採用試験を受験

しました。 

 

(3)働いてみて 

女性が働きやすい環境づくりが素晴ら

しいと感じています。女性が過ごしやす

い仮眠室の設置、現場では男性職員が女

性を気遣い活動をすすめてくれるため非

常に助かっています。 

 

(4)大変だったこと 

 24時間の勤務体制、火災・救急現場な

ど肉体的、精神的に辛いときがあります

が、とてもやりがいを感じられる仕事な
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のでずっと続けていきたい仕事だと考え

ています。 

 

(5)両親は女性が消防士になることをど

う思っていたか 

最初は「女性がなる職業ではない」と

言われ反対されていましたが、女性消防

士の活躍を両親に知ってもらい、どうし

ても消防士になりたいということを伝え

たところ、最終的に消防士になることを

応援してくれました。 

 

 

 

 
第 23回全国女性消防操法大会 

（秋田市開催）アトラクション 

大曲仙北広域消防太鼓隊演奏 

（白色の衣装が女性吏員） 
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【秋田県】大館市
お お だ て し

消防本部 

 

 

○管轄地域：秋田県大館市 

○管轄人口：71,944人  

○吏員数：120人 

(うち女性１人・女性比率 0.8％) 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

大館市消防本部は、１消防本部、１署

３分署で構成されており、122人(うち２

人は事務職員)で本部と署の業務を行っ

ています。 

 近年は県境を越えた青森県弘前市、五

所川原市と消防相互応援協定を結び、大

規模な災害に備え、応援体制を整備して

います。 

平成 30年度には「消防本部における女

性消防吏員活躍推進に関する取組に係る

事業」の委託団体として様々な事業に取

り組み、また、特別交付税措置を活用し、

女性専用施設の整備を行いました。 

平成 31 年４月に初めて女性消防吏員

１人を採用し、女性消防吏員「０」を解

消したお話を伺いました。 

 

1.女性消防吏員採用の取組の強化 

当消防本部は、男女雇用機会均等法の

施行から女性消防吏員に門戸を開き、そ

の後も女性の体力テストの基準の見直し

や、ＰＲ用ＤＶＤを作成し、市内の各高

校に配付するなど努力を重ねてきました

が、採用には至りませんでした。 

平成 27年７月の「消防本部における女

性消防吏員の更なる活躍に向けた取組の

推進について」（消防庁次長通知）に従い、

女性消防吏員「０」を解消することに重

点を置き、取組を強化しました。 

平成 28年度は、女性消防吏員の採用試

験の受験者数を増やすことで、早期に女

性消防吏員「０」を解消できると考え、

積極的なＰＲ活動を展開しました。 

その方法としては、 

・本部と３分署に女性活躍推進ポスター

を掲示する。 

・市内３校の就職説明会で、女性消防士

の必要性を説明し、募集・採用につい

てＰＲする。 

・消防本部のＨＰに、「総務省消防庁－女

性活躍－Facebookページ」のリンクを

貼付する。 

・市内３校及び看護福祉大学にリーフレ

ットを 150部配布する。 

の４点でした。 

その結果、前年の女性の受験者数は０

人でしたが、平成 28年度は受験者数が２

人に増加しました。 

引き続き平成 29 年度もＰＲ活動に力

を入れ、秋田県の就職説明会や民間主催

の就職セミナーにも参加し、対象を県内

外の受験者に拡大することによるＰＲ効

果を期待しましたが、結果は女性の受験

者数が０人に戻ってしまうという厳しい

状況でした。 
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当本部では、ここで作戦を立て直し、

女性消防吏員を受け入れる環境を整える

ため、大館市と手を組み改築の準備を始

めるとともに、「消防本部における女性消

防吏員活躍推進に関する取組に係る事業」

の申請も行いました。 

 

2.具体的な取組 

(1)女性専用施設の整備 

大館市消防本部の庁舎には、それまで

女性専用施設(女性用のトイレ、女性用仮

眠室・更衣室)がなかったことから、平成

30年度は予算を措置し、改築の事業に着

手しました。この女性消防吏員の採用に

本腰をいれる計画が、地元地方紙等で大

きく報道され、市民にも女性消防吏員の

採用が周知されるなど、ＰＲ効果をあげ

ました。 

 改修にあたっては、平成 12年から女性

消防吏員を採用している近隣の青森県

弘前地区消防事務組合消防本部に助言

をお願いし、洗面台の広さ、仮眠室のカ

ギ(オートロック式が良い)、女性用トイ

レ、休憩室、シャワー室、洗濯機の設置、

内線電話の設置、掃除用具の設置など、

丁寧なアドバイスや情報提供をしていた

だき、現在、当本部では、職員が快適に

利用しています。 

また、施設見学や救命講習で訪れた女

性や子どもたちにも、女性用トイレは好

評となっています。 

 

(2)女性消防吏員活躍推進モデル事業の 

活用 

平成 30年４月、女性の受験者数の増加

を目標に、ＰＲ用品の作成、看板等の設

置、女性消防士体験型就職説明会の実施、

女性消防吏員による講話・座談会の開催

などを委託事業として「消防本部におけ

る女性消防吏員活躍推進に関する取組に

係る事業」に応募し選定されました。 

 

ア ＰＲ用品の作成 

大館市は、忠犬ハチ公のふるさととし

て有名な地で、消防本部のマスコットキ

ャラクターも秋田犬が使われています。

この事業では、ハッチ君とハチコちゃん

の中から、ハチコちゃんを起用して広く

ＰＲすることとし、ＰＲ用品として、

「クリアファイル 1,000枚」「ポケット

テッシュ 1,000 個」を作成しました。

ハチコちゃんのデザインは、職員が行い

ました。 

 

 
 

ＰＲチラシの配付は、市内のイベント

(エコフェア、成人式、キノコ祭り等の各

種イベント)や学校行事等で、人気の高い

着ぐるみと一緒に行いました。 

配付は中学生や高校生の女子生徒だけ

でなく、保護者等も対象にして女性消防

吏員の採用を積極的にＰＲしました。 
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また、常時ＰＲできるようにするため、

本署に横断幕、北分署に看板を設置しま

した。 

 

 

 

イ 女性消防士体験型就職説明会の開催 

消防総務課が主体となり、当直長、分

署長を交えてこの体験会についてプロジ

ェクトチームを作りました。 

実際に消防の制服を着て体験すること

で、消防士のイメージが持ちやすくなる

と考え、女性用の活動服、救急服、救助

服、上下一式を２着ずつ購入しました。 

 

 

 

また、体験の実施日について協議を進

めたところ、友達や部活仲間でいつでも

気軽に参加できるように、土日も含め随

時受入を可能とすることになりました。 

この女性消防士体験型就職説明会のチ

ラシは、学校に出向いて直接依頼し、市

内の高校３校の女子生徒全員に配付しま

した。さらに、大館市のＨＰ、市の広報

等でも広く宣伝しました。実際の体験型

就職説明会では、活動服等を着て、放水

体験、救命講習会、救助のロープのぼり、

はしご車体験などの活動訓練を行いまし

た。 

 

 

参加した女子高校生からは、「たくさん

体験できて、楽しかった。消防業務に関

して理解が深まった。消防士になれるよ

44



う頑張りたい。」など、手ごたえのある感

想をいただきました。 

この女性消防士体験型就職説明会は８

回開催し、15人の女性の参加がありまし

た。また、未来の女性消防士の卵となる

女子中学生にも興味を持ってもらうため、

中学生を対象とした子どもハローワーク

にも参加し、「女性消防士お仕事体験会」

も同時に実施しました。 

 

ウ 女性消防吏員による講話・座談会 

早くから女性消防吏員を採用している

弘前地区消防事務組合に、女性消防吏員

を講師として派遣していただき、女子高

校生を対象に「女性消防吏員による講

話・座談会」を開催しました。 

 

  同性の女性消防吏員の生の声が聞けた

ことで、自分が消防士になったイメージ

を持ちやすく、参加した女子生徒から大

変好評でした。 

この様々な取組が功を奏し、平成 30年

度は、女性の受験者数は４人となり、平

成 31 年４月１日には大館市に初の女性

消防吏員が誕生しました。 

また、女性消防吏員の採用が内定した

２月には、再度、弘前地区消防事務組合

に依頼し、女性消防吏員によるセクハラ

防止講習会を開催しました。男性職員か

らは、「女性が１人配属されるだけで、職

場風土を変える必要があることに気づか

された。何気ない行動にも注意していき

たい。」など、それぞれが自分を振り返る

良い機会となり、また、参考になったと

いう意見が多くありました。 

 

3.今後の取組 

今後は、女性消防吏員が消防職務を継

続していくための支援について考えたい

と思います。そこで、消防と比べ早くか

ら女性吏員を採用している大館警察署に

依頼し、女性警察官と女性消防士の交流

会を開催し、意見交換会を行いました。 

その中で強く感じたことは、希望して

女性警察官、女性消防士になった女性吏

員は、とても意識が高く、男性と同様に

仕事がしたいという気持ちが強いという

ことです。若い頃は特にそうだったとい

う意見も出されました。 

ただ、昨年のセクハラ防止講習会で多

くの助言をいただいている弘前消防本部

の人財育成課からは、「女性消防士に

「大丈夫か？」と聞くと「大丈夫で

す。」と答えるが、それが重なり張り詰

めていき、離職に繋がらないよう注意が

必要」と教わり、難しい事ですが、女性

消防吏員の気持ちも汲みながら、周り

でサポートしていくことが大事だと感

じています。 

来年度も１人、女性消防吏員が採用さ

れる予定です。そのため、この交流会で

学んだことを、署内の勉強会で男性の消

防吏員に周知しました。併せて、男性消

防吏員に簡単なアンケートを行いまし

た。 

アンケートでは、 
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１．女性消防士と働くことは、考えてい

ましたか？ 

２．女性消防士と働いてどうですか？ 

３．良いと思われる点をあげてくださ

い。 

４．心配なことはありますか？ 

の４点を質問しました。 

回答では、「女性消防士と働くことは、

考えていなかった。」と答える職員が多か

ったのですが、特に問題となる回答はな

かったと感じています。「職場が明るくな

る。」など好意的な意見が多く、セクハラ

等を心配する声は何件かありましたが、

「力仕事の時は頼んでいいのか、戸惑う

ことがある。」など思いやりのある意見も

でていました。 

全体としては、深刻に心配するような

意見はなく、チーム力で解決できる問題

だと感じました。女子消防吏員の頑張り

が、スムーズに組織に受け入れられ、良

い結果に繋がっていると思います。 

 

4.女性消防吏員の声 

 小学校から高校まで、陸上競技部に所

属していました。陸上競技で身に付けた

体力、また好きな運動を活かし、生まれ

育った地元大館に貢献できる仕事がした

いと思い、消防士を目指しました。 

現在は消防学校を卒業し、大館市消防

署に配属されています。まだまだ分から

ないことがたくさんあり、苦戦する場面

が多くありますが、先輩方の丁寧なご指

導のおかげで、少しずつ業務にも慣れて

きました。不安なこともありますが、今

は１日でも早く業務を覚え、足を引っ張

らないようにしなければならないと思っ

ています。 

 また、様々なことに積極的に挑戦し、

自分のスキルを高めると共に、現場で活

躍できるような消防職員になれるよう頑

張りたいです。 

 

 

5.次長からのメッセージ 

 女性消防吏員を増加させるためには、

消防を自らの職業として選択肢に含める

女性を増やすことが必要だと考えていま

す。 

当消防本部では、これから社会人にな

る高校生に対し学校まで出向き、消防の

仕事の魅力について積極的にＰＲを実施

したり、中高生や大学生の消防に興味の

ある女性を消防本部に招き施設見学や就

職説明会を実施しております。 

また、地元警察署の女性警察官と女性

消防吏員が定期的に意見交換会を実施し、

職場を超えて交流の幅を広げております。 

今後とも職場や地域で活躍・活動がで

きる環境作りを進めていきます。 
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項目 取組内容

ガイドブックに掲載した取組一覧

女性消防吏員「０」を解消した
本部の取組

女性消防吏員を「３名以上」採用した
本部の取組

平成30年度に特別交付税措置を
活用した本部の取組

【受験者を増やす取組】
・採用広報活動の見直し、強化、広報媒体の工夫
・女性専用施設をPR
・採用試験実施日の変更
・採用試験項目の見直し

【所属職員に対する取組】
・全職員が共通認識を持って女性職員を迎え入れるための研修の実施
・女性消防吏員の従事制限、活躍できる環境づくりの意識向上につながる研修
の実施
・女性専用施設の新設（特別交付税措置の活用）

【受験者を増やす取組】
・採用広報活動の見直し、強化、広報媒体の新規作成
・他機関との合同説明会の実施

【所属職員に対する取組】
・消防長から幹部職員への訓示
・女性消防吏員活躍推進アドバイザー制度を活用した研修会の実施
・女性連絡会の設置
・女性専用施設の整備

特別交付税措置により、トイレ・浴室・洗面所・待機室・仮眠室・ロッカー室等の施
設の整備
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３章 令和元年度「消防本部における

女性消防吏員活躍推進に関する

取組に係る事業」の紹介 
 

※「平成 31 年度消防本部における女性消防吏員活躍推進モデル事業の委託に関する提案募集につ

いて」（平成 31年１月 29日付け消防消第 24号消防・救急課長通知）において提案され、採択さ

れた７団体の実施事業について掲載している。 
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【岩手県】  

 

 

○県内人口：1,230,589人 

○県内消防本部数：12 

○県内消防吏員数：1,990人 

（うち女性 44人・女性比率 2.2％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

岩手県は、令和元年度「消防本部にお

ける女性消防吏員活躍推進に関する取

組に係る事業」の委託団体です。 

岩手県内には 12 の消防本部があり、

平成 12 年４月に、岩手県内の女性消防

吏員第１号として、北上地区消防組合に

女性が２名採用されてから、他の消防本

部でも女性の採用が進み、平成 31 年４

月１日現在では、10の消防本部に 44人

の女性消防吏員が在籍しています。 

女性消防吏員の活躍推進のため、令和

元年度に岩手県が主導して取り組んだ

３つの事業（①岩手県女性消防吏員活躍

推進ポスターの作成、②「消防体験まつ

り」でのＰＲブース設置、③岩手県女性

消防吏員研修会の開催）を中心に、お話

を伺いました。 

 

 

1.女性活躍の経緯 

岩手県内の女性消防吏員の割合は、平

成 31 年４月現在で 2.2％と、全国平均

の 2.9％を下回っており、消防庁の目標

である５％には程遠い状況にあります。

女性消防吏員は着実に増加しています

が、女子学生等に対する認知度が低く、

女性の受験者がいない消防本部もあり、

採用試験における女性受験者の確保が

課題となっています。 

また、県内には、消防司令以上の階級

にある女性管理職がおらず、所属内に女

性の先輩が少ない、またはいない消防本

部が多いため、自分がどんな消防吏員に

なっていきたいか、自分が部下を持った

時に説得力のある指導が出来るかなど、

キャリアを描きにくい状況が続いてい

ます。 

岩手県では、女性の活躍を推進するこ

とによって、東日本大震災津波からの復

興の加速化を進め、地域経済活性化に寄

与することを目的として、県内の経済団

体や産業団体等と連携して「いわて女性

の活躍促進連携会議（議長：岩手県知事）」

を設置しており、平成 29 年度からは、

農林漁業や建設業など分野ごとに５つ

の部会を設置し、取組を強化しています。 

そのひとつに、消防分野を担当する

「防災部会」があり、県消防長会や県消

防協会、県教育委員会等と連携し、女性

消防吏員と女性消防団員の活躍推進に

取組んでいます。防災部会で出された意

見をもとに、平成 30 年度には、２つの

新規事業を実施しました。 

①JFFW交流会（全国女性消防吏員交流会） 

への派遣（平成 30年７月７日） 
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②岩手県女性消防吏員研修会の開催（平 

成 30年 12月 20日） 

上記の取組の成果として、①では、岩

手県内の女性消防吏員が県外の女性活

躍の先進事例に目を向ける機会が増え

たこと、②では、他の消防本部との交流

を通じて、仕事上の不安や悩みを軽減し、

モチベーションアップに繋がったこと

が挙げられます。 

また、上記②では、女性消防吏員から

今後の取組方法について、アイデアや意

見を出していただき、今回のモデル事業

への提案に繋がりました。 

 

2.具体的な取組 

平成 30年度に実施した、「いわて女性

の活躍促進連携会議」防災部会と岩手県

女性消防吏員研修会で出された意見を

もとに、令和元年度に新しい取組を実施

しました。 

(1)岩手県女性消防吏員活躍推進ポスタ

ーの作成 

平成 30 年度に開催した岩手県女性消

防吏員研修会において、女性消防吏員を

増やすためには、消防庁が作成したポス

ターだけではなく、岩手県内の女性消防

吏員をモデルにしたポスターを作成し

てＰＲすることによって、女子学生等に

消防の仕事を身近に感じてもらいやす

いのではないかという意見が出されま

した。 

そこで、消防本部の採用担当者や女性

消防吏員が管内の学校等に訪問して、掲

示してもらえるようなＰＲツールとな

るポスターを作成しました。 

ポスターは、岩手県内でも多くの女性

消防吏員が活躍していることをＰＲす

るものと、消防の仕事は子育てしながら

でも続けやすいことをＰＲするものと

２種類作成しました。 
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写真は、消防本部からの協力により、

提供いただいたものを使用しました。 

 

(2)「消防体験まつり」でのＰＲブース

設置 

①実施日時 

令和元年９月 14日（土） 

10：00～14：00 

②場所 

岩手県消防学校 前庭 

③来場者数 

520名（主催者：消防学校調べ） 

  

毎年９月に岩手県消防学校では、消

防・防災に関する知識や技術の普及促

進を図り、地域住民に消防学校への理

解を深めてもらうことを目的に、「消

防体験まつり」を開催しており、消防

学校初任科学生による訓練披露や消

防車両の展示及び体験乗車、スタンプ

ラリーなどが行われています。 

「消防体験まつり」における女性消

防吏員のＰＲブースは平成 29 年度か

ら設置されていますが、より多くの来

場者にＰＲするため、内容の充実を図

りました。 

ブースでは、消防学校初任科の女子

学生が作成したＰＲボードの展示や、

女性消防吏員のＰＲ動画の上映を行

ったほか、消防学校の所在地を管轄す

る盛岡地区広域消防組合から、女性消

防吏員を派遣いただき、業務の説明や

広報グッズとして作成したティッシ

ュを配布するなど、地域住民の方々や

親子連れなど多くの来場者に女性消

防吏員の存在や活躍をＰＲしました。 

消防の仕事への就職を考えている

女子学生が来場した際は、職場の様子

や業務内容等について説明を行った

ほか、男性隊員と一緒に全国消防救助

技術大会に出場した女性消防吏員に

よる経験談は、来場者の方々から大き

な関心を集めました。 

 

 

 

(3)岩手県女性消防吏員研修会の開催 

①開催日時 

令和元年 11月 28日（金） 

9：00～17：00 

②場所 

岩手県消防学校 

③受講者 

25人（県内の女性消防吏員数 44人） 

④実施内容 

ア JFFW交流会参加報告 
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イ 現場指揮訓練 

ウ 女性活躍推進講義 

・講師 

一般財団法人日本防火・防災協会  

業務部長 會田 幸子 氏 

（元 東京消防庁 金町消防署 署長） 

・テーマ 

「女性消防吏員の活躍推進に一人ひ

とりが意識することへのヒント！」 

エ グループディスカッション 

男女混合で５チームに分かれて実施 

 

平成 30 年度に開催した第１回の研修

会が参加者から好評であったことから、

引き続き実施しました。 

岩手県消防学校においても、女性消防

吏員の活躍推進、平成 30 年度から「女

性活躍推進講習」が特別教育カリキュラ

ムとして開講されています。内容が一部

重複していることや出席者の勤務調整

等の負担軽減を図る必要があることか

ら、それぞれ２回目となる令和元年度は、

女性活躍推進講習に岩手県女性消防吏

員研修会の内容を組み込んで開催しま

した。 

岩手県消防学校の方針により、上記イ 

現場指揮訓練以降のカリキュラムは、入

校中の「初・中級幹部科」の学生（全員

男性）と合同で実施されました。 
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⑤参加者の感想（岩手県消防学校による 

アンケートより） 

・JFFW交流会の参加者が、「女性消防吏

員が採用出来ていない消防本部の方

にも是非聞いて欲しい」と言っていた

のは、そのとおりだと思った。このよ

うな報告の場を男性職員にも聞いて

もらう機会を作ってみるのも良いの

ではないか。 

・今まで指揮隊をやったことがなかった

が、今回体験したことを今後に生かし

て、いつかは指揮隊として活動したい

と思った。 

・普段することがない訓練を、初・中級

幹部科の方々から指導してもらいな

がら訓練出来て良かった。 

・グループディスカッションは、前回は

女性だけだったので、男性の意見も聞

けて良かった。 

・実際に話してみると、男性職員の方が

色々な不安を抱えていることが分か

った。 

 

3.メッセージ 

今回のモデル事業では３つの事業に

取り組みましたが、「いわて女性の活躍

促進連携会議」防災部会の構成団体の

方々や岩手県消防学校、そして、県内の

現職女性消防吏員の皆さんに快く協力

していただいたことに感謝しておりま

す。 

ポスターについては、反響が大きく、

作って良かったと、女性消防吏員の方々

からも好評だったことはとても良かっ

たです。 

これまでの取組の中で、是非、男性職

員にも参加して欲しいという意見があ

ったことから、岩手県消防学校の方針に

より、男性職員と合同で講習を実施する

ことになり、女性も男性も働きやすい職

場づくりに向けて、良いきっかけ作りに

なったと考えます。 

女性消防吏員の人数も割合も短期間

で増加させることは難しいため、今後も

地道な取組を継続させていかなくては

なりません。今のうちに採用の増加と退

職の抑制について、両輪で取組を進めて

おくことで、将来振り返った時に、あの

時取り組んで良かったと思えるよう、県

の立場から女性消防吏員の皆さんの支

援を続けていきます。 
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【岡山県】 

 

 

○県内人口：1,892,447人 

○県内消防本部数：14 

○県内消防吏員数：2,479人 

（うち女性 62人・女性比率 2.5％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

岡山県は、令和元年度「消防本部にお

ける女性消防吏員活躍推進に関する取

組に係る事業」の委託団体です。 

岡山県には、皆様ご存じの岡山後楽園

と岡山城、白壁の町並みが美しい倉敷美

観地区、県北には美作三湯と呼ばれる湯

郷・湯原・奥津温泉があります。 

女性消防吏員の状況ですが、平成４年

に瀬戸内市消防本部にて県内初の女性

消防吏員を採用、現在では 12 消防本部

に 62 名の女性消防吏員が在籍していま

す。 

このような状況の中、女性消防吏員の

活躍をより推進するため、岡山県が県内

14消防本部と協力して取り組んだ「女子

学生等を対象とした消防の職業説明会・

フェア」について、お話を伺いました。 

 

1.事業の実施に至る経緯 

岡山県の女性消防吏員の割合は 2.5％

程度と全国平均（2.9％）を下回ってお

り、女性に消防が職業として十分認識さ

れていないことが一つの要因であると

指摘されています。 

そこで、女子学生等を対象に消防の仕

事の魅力と女性活躍の可能性を知って

いただくため、「女子学生等を対象とし

た消防の職業説明会・フェア」（以下「本

イベント」という。）を開催しました。 

 

2.具体的な取組 

(1)テレビを通じての広報活動 

まず、本イベントのＰＲを行うに当た

り、岡山県の広報番組で「女性消防士」

について情報発信することが決まり、そ

の中で開催日時や開催場所などをお知

らせすることになりました。 

取材場所は、岡山市消防局管内の岡山

西消防署で、消防・救急で活躍している

女性消防士と情報指令課配属の女性消

防士の仕事ぶりをリポートすることで、

女性消防士の仕事の魅力を伝えるもの

でした。 

具体的には、写真にあるような救急業

務、放水訓練、119番通報を受け出動指

令を出す業務を映像で紹介し、「消防士

になろうと思ったきっかけ」、「これから

どんな消防士を目指すのか」や「女性消

防士としての働きやすさ」をインタビュ

ーする流れで取材は進み、最後に本イベ

ントの紹介を行うというものでした。   

番組自体は３分程度のものでしたが、

本イベントのＰＲを含め、女性消防士の

生き生きした仕事ぶりが視聴者に伝わ
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ったのではないかと考えております。 

 

 

 

(2)打合せ会議の開催（３回開催） 

打合せ会議において本イベントの内

容・進め方を検討するだけでなく、女性

の採用に向けた課題等についても考え

ていきました。 

①１回目の打合せ会議 

ア 日時 

令和元年７月９日（火） 

13:50～15:10 

イ 場所 

岡山市中消防署 

ウ 出席者 

全消防本部担当職員 

エ 会議内容 

平成 30 年度に「消防本部における

女性消防吏員活躍推進に関する取組

に係る事業」の委託団体として実施し

た「めざせ消防女子！消防１ＤＡＹイ

ンターンシップ」において、女性消防

士が増えない原因について参加者に

アンケート調査を実施した結果を説

明、女性でも消防士になれることが十

分知られていない等、ＰＲ不足が大き

な要因であることを改めて認識しま

した。 

 

②２回目の打合せ会議 

ア 日時 

令和元年 12月 18日（水） 

14:00～16:40 

イ 場所 

岡山県庁会議室 

ウ 出席者 

全消防本部担当職員 

エ 会議内容 

岡山県の女性消防吏員数、受験者数

及び応募者数等の数値を前年度のも

のと比較、数値が伸び悩んでいるこ

とを説明、今後も女性消防吏員の周

知度アップと勤務体制や職場環境の

丁寧な説明を行っていく必要がある

ことを情報共有しました。 

 

③３回目の打合せ会議 

ア 日時 

令和２年２月 12日（水） 

14:00～16:40 

イ 場所 

岡山県庁会議室 

ウ 出席者 

全消防本部担当職員 

エ 会議内容 

令和２年度女性消防吏員活躍推進

モデル事業に提案する内容を説明、今

後も県と 14 消防本部協力して女性消

防吏員の受験者数等の増加に寄与す

る事業等を推進していくことで了解

が得られました。 
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(3)本イベントの開催 

①開催日時 

令和２年２月 25日（火） 

10:00～19:00 

②開催場所 

イオンモール岡山１階未来スクエア 

③来場者 

約 300人 

（ステージイベント参加者：約 100人） 

④全体の流れ 

会場は右図のレイアウトのとおり設

営し、14 消防本部のブースでは随時参

加者に対して消防全般に対しての説明

を行いました。 

また、撮影ブースにおいては、撮影

用バックパネルを背景に防火服等を着

用し、写真撮影を行うとともに、体験

ブースでは、呼吸器や消防ホースなど

を準備し、実際に触れたり担いだりし

て重量感を体験していただきました。 

その他、パネル展示やステージ上で

動画を上映するなど、ステージ上での

イベントがない時間帯にも来場者を飽

きさせない取組を行いました。 

 

 
 

 

 
 

 
 

⑤ステージイベント 

ステージイベントは、12時から 13時

15分、14時 30分から 15時 45分、17時

から 18時 55分の３回行いました。 

本イベントは、平日に開催したものの、

途中入替りを含め１回目は 30 人程度、

２回目も 30人程度、３回目は 25人程度

と、まずまずの参加者の中で盛況の内に

終了し関係者一同、胸を撫で下ろしたと

ころです。 
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それでは、ステージイベントについて

説明していきたいと思います。 

 

・各消防本部のＰＲタイム 

女性消防吏員を中心に全 14 消防本部

が各自趣向を凝らし、特徴あるＰＲを１

分間で行うというもので、計３回行いま

した。 

 

 

・女性消防吏員講演・トークショー 

岡山市消防局及び津山圏域消防組合

消防本部の女性消防吏員が仕事や職場

の環境等を中心に、参加者の興味を引く

話を 20分～30分程度で行いました。 

 

・パネルディスカッション 

女性消防吏員講演・トークショーを行

った消防本部以外の消防本部から、１名

ずつ計５名の女性消防吏員がパネラー

となり、司会者がコーディネートして進

行していくスタイルで２回行いました。 

これも参加者の反応が良く、予定時間

の 30 分があっという間に過ぎてしまっ

たという印象でした。更に、地元テレビ

局の取材も重なり終始盛り上がったイ

ベントとなりました。 

なお、この模様はイベント当日夕方の

ローカルニュースで放映されました。

 

 

・クイズ大会 

各消防本部が作成した問題に答えて

もらい正解者には「景品」を進呈すると

いうもので３回行いましたが、小さなお

子様も参加され最後まで賑やかに進行

していきました。 

 

・ファッションショー（ステージイベン

ト３回目のみ実施） 

ステージイベントの最後を飾るファ

ッションショーですが、各消防本部の女

性消防吏員等（男性消防吏員を含みま

す。）が防火衣等をステージ上で着用し

てその機能について説明を行うという

斬新な企画でした。 

防火衣等、普段なじみのない消防服の

ファッションショーということで、立見

を含め多くの来場者の関心を集めるこ

とができました。 
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・消防本部ブースでの説明会 

消防本部ブースにおいて、希望者に就

職等の説明を行うものですが、参加者の

中には就職を真剣に考えている高校生

や消防に興味を持っている一般参加者

等が女性消防吏員などの説明を長時間

聞いている姿が印象に残りました。 

 

                                                           

(4)アンケート集計結果 

ステージイベント参加者のうち、86人

の方からアンケートを頂戴し、集計した

ところ、男性もいらっしゃいますが、本

事業の対象者である高校生 13 人、大学

生９人、専門学校生等７人及び保護者 15

人の合計 44 人の方に参加いただいてお

ります。 

これは、全参加者の半数を超えており、

本日のイベントへの参加理由について

も、「消防士を目指しているから」など、

消防を職業として前向きに考えている

方が多くいらっしゃいました。 

また、他の参加者の方に対しても女性

でも消防士になれるということを周知

できたと感じております。 

最後に消防本部からは、趣向を凝らし

たステージイベントとなり大変良かっ

たという感想が多かった反面、平日にイ

ベントを実施したため、本来の対象者で

ある女子学生の来場が少なかったとい

う意見も多く今後の検討課題としてい

きたいと考えております。  

 

3.メッセージ 

今回の本イベントは、女子学生等だけ

でなく、多くの一般県民の方にご参加い

ただき、女性消防吏員の業務内容や職場

環境等、消防を職業の一つとして一定の

認識をしてもらうことができたと感じ

ています。 

また、消防の仕事においては、女性な

らではの優しく親しみやすい雰囲気の

中で地域住民の方に接することが必要

であるとともに、現在では女性消防吏員

の存在をより重要視するような場面も

多々あるかと思います。 

このため、今後は就職活動中や就職予

備軍の女子学生に対して、女性消防吏員

が学校を訪問して直接、消防の仕事の魅

力を説明することで、採用試験における

応募者数・受験者数の増加に向けた事業

を展開していく取組を進めていきたい

と考えております。 
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【徳島県】 

 

 

○県内人口：731,069人 

○県内消防本部数：13 

○県内消防吏員数：1,081人 

（うち女性 10人・女性比率 0.9％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

徳島県は、令和元年度「消防本部にお

ける女性消防吏員活躍推進に関する取

組に係る事業」の委託団体です。 

徳島県内にある 13消防本部のうち、

徳島市を除く12消防本部が人口10万人

未満の小規模消防本部です。人口減少や

少子高齢化が急速に進行するなど、さま

ざまな課題が山積しています。 

こうした中、消防の仕事においても、

男性中心の固定観念がある一方で、女性

ならではのきめ細やかな支援や配慮が

住民サービスの向上や職場の環境づく

りなどに効果が見込まれ、女性消防吏員

への視線が熱くなっています。 

令和元年度、女性消防吏員の活躍推進

のため、徳島県が主導して取り組んだ４

つの事業（①「とくしま就活ナビ 2021」

への出展、②先進的な取組を実施してい

る消防局への視察研修、③女性消防吏員

活躍推進研修会の実施、④ＰＲ動画の制

作、ポスター・パンフレット等の作成）

を中心に、お話を伺いました。 

 

1.事業の実施に至る経緯 

女性消防吏員が占める割合は 0.9％、

県下 13消防本部中、９消防本部で女性

消防吏員が不在となっており、採用試験

の応募者も少なく女性消防吏員の採用

に至っていません。 

また、消防本部の規模や地域の実情が

異なり、その取組にも温度差があり、「消

防の仕事の魅力」や「女性もできる仕事」

を若い世代に伝えるためには、各消防本

部が連携して積極的な取組を行う必要

がありました。 

加えて、男性職員が多数を占める中、

女性消防吏員が１人の消防本部もあり、

消防本部の垣根を越えて課題を共有し、

解決に向け、ともに考えていける関係を

構築する必要がありました。 

 

2.具体的な取組 

女性消防吏員の採用を促進するため、

女性のいる本部といない本部が連携し、

広く「消防の仕事の魅力」と「消防分野

での女性活躍」を伝えることにより、消

防を志す女性の増加や女性消防吏員の

採用促進につなげるとともに、専門的知

識を取得する研修や働きやすい職場づ

くり等を通じて、女性消防吏員の活躍を

推進しました。 

 

(1)「とくしま就活ナビ 2021」 

（一般社団法人徳島新聞社主催）出展 
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・出展日 令和２年１月６日（月） 

13:00～16:30 

・場 所  アスティとくしま 

・説明者 徳島市消防局２名、板野東部 

消防組合消防本部１名 

・参加者  ４名  

 

県内２消防本部と連携し、就職を希望

する学生等を対象に、消防の仕事や職場

環境の説明を、女性消防吏員や救急救命

士が直接行い、消防の仕事をより身近に

感じていただきました。 

本会場には 37社の出展があり、61名

の来場がありました。そのような中、当

ブースへの来場者は４名となりました

が、分かりやすく丁寧な説明を心がけ、

参加者からは「とても理解が深まりまし

た。」との声をいただきました。仕事と

家庭を両立し、頑張っている女性吏員の

話に参加者が熱心に聞き入る場面等も

ありました。 

ただ、イベント出展を通じ、まだまだ

周知啓発が必要であると痛感しました。

今後は、就活フェアやイベント、若者向

けの講座等にも積極的に出向き、消防本

部と連携して、ＰＲ活動を継続していき

たいと考えています。 

 

 (2)先進的な取組を実施している消防

局への視察研修 

・視察日 令和元年 11月７日（木） 

・参加者  女性消防吏員（７名）、上司 

等計 16名 

（内訳） 

・徳島市消防局５名 

・鳴門市消防本部３名                                 

・名西消防組合消防本部２名 

・板野東部消防組合消防本部３名 

・徳島中央広域連合消防本部２名 

・徳島県消防保安課１名 

 

視察研修先とした、兵庫県 伊丹市消

防局は、職員数 204名のうち９人の女性

消防吏員の方が在籍されており、平成

10 年度以降、計画的に採用・育成がな

されています。女性の活躍の場を増やす

ため、毎日勤務の予防課や交代制勤務の

消火隊といった様々な部署に女性が配

属されているなど、女性が働きやすい職

場について幹部をはじめ、職員一丸とな

って積極的に取り組まれています。 

伊丹市女性消防吏員の皆様、マスコッ

トキャラクター「たみまる」にも参加し

ていただき、女性が働きやすい環境整備

に向けた具体的な取組やキャリア形成

について学びました。 

本県からは、女性消防吏員とその上司

なども参加し，女性消防吏員を取り巻く

状況等への理解が深まり、女性消防吏員

からも「仕事に対してのモチベーション

が上がりました。」との声が聞かれまし

た。 

また、ランチミーティングでは、「本

音で語ろう！」ということで、管理職の

60



方に席を外していただき、日頃の思いや

抱えている課題等について、意見交換を

行いました。 

 

 

 

 

(3)女性消防吏員活躍推進研修会の実施 

・日 時 令和２年２月 12日(水) 

10:45～14:30 

・講 師 総務省消防庁 女性消防吏 

員活躍推進アドバイザー 

大阪市消防局 金井 彩子 氏  

・演 題  「それぞれが輝く 明日のた 

     めに～女性消防吏員活躍推 

進に向けて～」 

・参加者  10名 

 

（内訳） 

・徳島市消防局３名 

・鳴門市消防本部２名 

・板野東部消防組合消防本部３名 

・徳島県消防保安課２名 

 

女性消防吏員活躍推進アドバイザー

の金井さんからは、生き生きと活躍がで

きる職場づくりへの取組やキャリア形

成に向けたノウハウ等、実体験に基づい

たお話をしていただき、大いに刺激を受

けました。 

また、緊急消防援助隊への女性消防吏

員の参加についてもお話をしていただ

き、女性消防吏員にできること、意識の

持ち方、自分の感じていることを伝えて

いくことについて、考えるきっかけとな

りました。ビル火災で指揮をとられる金

井さんの姿は迫力があり、参加者の背中

を押していただきました。 

 

【参加者の感想】 

・女性消防吏員が少なくロールモデル 

となる身近な存在がいない中で、頑張

っておられる姿を拝見し、自分が進む

方向について考えるきかっけとなり

ました。 

・性別にこだわらず、「女性」がという

より、「私が」どう活躍できるか、考

えていきたいと思いました。 

・「伝えるべきことはしっかり伝えてい 

くこと」等実体験に基づいたお話をし 

ていただき、「男性に負けずに頑張ろ 

う」といわれるよりもモチベーション

が上がりました。 

・管理職員や男性職員にも聴いてほし 

いと思いました。 
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(4)ＰＲ動画の制作、ポスター・パンフ

レット等の作成

県内の全消防本部が同一の広報媒体

で効果的に周知できるよう、女性消防吏

員をモデルにしたプロモーション動画

の制作や、ポスター・パンフレット及び

広報用クリアファイルを作成し、職業説

明会、各種イベントでの配布や県内の高

等学校、大学及び専門学校に周知啓発を

依頼するなど、「消防の仕事」や「活躍

する女性消防吏員」をＰＲしました。                 

                       

3.メッセージ

これまでの取組や女性活躍推進アド

バイザー等からいただいた御意見から、

女性消防吏員の採用を増やし、現場で働

く女性の活躍を推進するためには、「県

と消防本部との連携」といった枠を越え、

「公安系職種との連携」も有効であると

感じました。今後は、消防本部や警察、

自衛隊を含む他業種間で連携し、「女性

が働く職場」のＰＲを一体的に進めてい

く必要があると考えています。 

 今回の事業を振り返り、女性消防吏員

が少ない本県においては、他の消防本部

の取組を学ぶことができる研修機会を

確保することや、消防本部の垣根を越え

て、課題を共有し解決が図られる関係を

構築することが非常に重要であると改

めて感じました。 

今回、「新たな挑戦」として、プロモ

ーション動画やポスター・チラシといっ

た広報媒体の制作に取り組んだほか、視

察研修では、男性職員の意識改革も進め

ていくため、これまで参加する機会がな

かった上司（男性職員）の参加を呼びか

けました。このような女性活躍推進事業

に男性が参加し、他県の取組を知ること

ができたのは、男性職員にとっても女性

職員にとっても、良い刺激になったので

はないかと感じています。 

本取組を通じて、顔の見える関係が築

かれ、連携して「消防の仕事の魅力」を

発信できたことは大きな成果であり、引

き続き、一人でも多くの方に「とくしま

消防女子」として働いていただけるよう、

消防本部と連携して取組を進めていき

たいと考えております。 
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【島根県】島根県消防学校 

○県内人口：674,974人

○県内消防本部数：９

○県内消防吏員数：1,197人

（うち女性 17人・女性比率 1.4％）

いずれも平成 31年４月１日現在 

 島根県は、令和元年度「消防本部にお

ける女性消防吏員活躍推進に関する取

組に係る事業」の委託団体です。 

 島根県は中国地方の北部にあり、県土

は東西に細く長く約 230km（東京から静

岡間に匹敵する距離）に及びます。また

隠岐諸島などの離島のほか、県東部には

二つの大きな湖の宍道湖（全国７番目）、

中海（全国５番目）を有し、県土の８割

近くが森林で覆われています。 

 令和元年度、女性消防吏員の活躍推進

のため、島根県消防学校が主導して取り

組んだ３つの事業（①女性消防士ガイド

の作成、②消防学校オープンキャンパス

の開催、③しまね女性消防吏員活躍推進

研修会の開催）を中心に、お話を伺いま

した。 

1.事業の実施に至る経緯

 島根県は現在、９消防本部により消防

事務が実施されており、県内の女性消防

吏員は少しずつ増加しているものの、消

防庁が目指す割合５％に達していませ

ん。 

特に、女性消防吏員の採用を検討して

いる消防本部があるものの、女性の受験

者がゼロまたは１人と非常に少ないこ

と、また消防職員採用基準及び業務内容

においても未だ充分に認知されていな

いという課題がありました。 

 一方、消防学校では平成 26 年度から

高校・大学・専門学校の学生を中心とし

たオープンキャンパスを開催しており、

女子学生の参加者を増やす取組につい

て検討するため、平成 30 年度に県内各

消防本部のほぼ全ての女性消防吏員と

個別に意見交換会の機会を持つことが

できました。その際に、併せて県内女性

消防吏員活躍推進のための研修会及び

交流会開催の必要性についても意見を

伺い、消防庁及び他都道府県の取組につ

いて情報共有を行いました。 

 その結果、島根県消防学校としてオー

プンキャンパスや研修会を行うことは、

各消防本部における女性消防吏員の活

躍推進や受験者数の増加にもつながる

と考え、「消防本部における女性消防吏

員活躍推進モデル事業」に応募し選定さ

れました。 

2.具体的な取組

(1)女性消防士ガイド

Ａ４ 二つ折りフルカラー 10,000 部

を作成し、県内各消防本部及び関係機関
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へ配布しました。作成にあたり、総務省

消防庁発行のパンフレット「女性消防士

の WORK＋LIFE ガイドブック」を参考と

させていただき、県内女性消防吏員の協

力のもと、写真やイラスト、内容につい

て意見を伺いながら作成しました。 

活用された各消防本部では、学校訪問

や就職説明会等で配布し、幅広い職種紹

介や一日の流れ、各種支援制度、先輩か

らの声の掲載があり分かりやすく説明

しやすかったと好評でした。また、ホー

ムページ掲載のほか、令和元年 11月 26

日放送のＮＨＫローカルニュースで取

り上げていただきました。 

(2)消防学校オープンキャンパス

①開催日時

令和元年８月１日（木）

13:30～16:00

②参加者

59人

《内訳》 

・小中学生 15人（うち女子３人）

・高校生 27人（うち女性５人）

・専門学校生 15人（うち女性１人） 

・大学生 １人

・その他 １人（４歳）

③事前広報

・チラシ作成 2,000部

・県広報テレビ番組「密着！新人消防士」

県内の女性消防吏員の活躍や、消防学

校オープンキャンパスについて紹介 

・ホームページ掲載、電子申請サービス

による参加申し込み 

④実施内容

島根県消防学校初任総合教育学生に

よる訓練展示、体験ブース、子供体験ブ

ース（放水、防火衣着装、スタンプラリ

ー）、各消防本部ブース説明（女性消防

吏員対応含む）、地震体験車による地震

体験、啓発グッズ配布、無料送迎バス運

行 
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⑤参加者の声 

・消防士に興味がわきました。体験が楽

しかったです。 

・進路に関して考えることができた。 

・自分と年齢の近い消防士や、友人な

どが実際に動いているのを見てと

ても感動した。自分もこうなりたい。

消防士になりたいと改めて強く思

いました。 

⑥工夫した点 

・女性消防吏員の認知度向上のため、

これまで参加対象としていなかっ

た幼少期世代に対し、女性消防吏員

の存在を知ってもらい、消防の仕事

に関心を持ってもらうため、参加対

象を「小学生以上」としました。 

・「～体感フェス」という名称を使用す

ることで、消防の魅力を幅広く伝え

るイベントであるということを印

象づけることができました。 

・各消防本部が学校等を訪問してチラ

シを配布する際に、女性の参加を呼び

かけるとともに、併せて「女性消防士

ガイド」を持参し、女性消防吏員の活

躍について周知しました。 

・啓発グッズとしてスマホクリーナー

を作成し、「男女ともに輝く消防！」の

キャッチコピーをつけ、イベント終了

後も活用してもらえるよう工夫しま

した。 

・女性参加者に対して女性消防吏員が

個別に話をする機会を持ち、採用試験

のことや仕事のやりがいなど丁寧に

説明することで、参加者が抱える不安

を解消することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)しまね女性消防吏員活躍推進研修会 

県内の女性消防吏員に係る職場の理

解を深め、男女ともに働きやすい職場づ

くりや女性消防吏員の人材育成につい

て助言をいただくため、県内消防本部の

女性消防吏員及び人事担当者を中心に

研修会を開催しました。また、消防団に

おいても女性の活躍推進が重要である

ことから、消防団にも参加を呼びかけま

した。 
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①開催日時・場所 

令和元年 11月 8日（金） 

13:30～16:30大田市民会館中ホール 

②参加者 

65人 

《内訳》 

・各消防本部 41人（うち女性 11人） 

・各市町消防団 12人（うち女性９人） 

・その他関係者 12人 

③内容 

第一部 

〔テーマ〕女性消防官として見たもの、

考えたこと 

〔講 師〕谷口 由美子さん 

元東京消防庁丸の内消防署長 

（東京消防庁第一期女性消防官） 

ア 女性消防官として考えてきたこと 

イ 東京消防庁の現状 

ウ 東日本大震災から考えること 

 エ 今後重点にすべきこと 

 

第二部 

〔テーマ〕女性消防吏員の人材育成に 

ついて 

〔講 師〕荒木 泰史さん 

総務省消防庁女性消防吏員活

躍推進アドバイザー（新潟市消

防局企画人事課人事育成係長） 

ア 新潟市消防局の紹介 

イ 全国の女性消防吏員の状況 

ウ 採用試験 

エ 受験者増加の取組 

オ 定年まで勤務できる環境づくり 

カ まとめ 

 

 

④参加者の声 

・女性の人数も少なく、これからどのよ

うな目標を持っていけばいいのか、ま

た自分にその重責が担えるのかなど

悩みも多い中、今回パイオニアの谷口

さんのお話が伺えて良かったです。 

・女性を採用するためにさまざまな取

組をしていて、すごく学ぶことができ

た。 

・ただ女性を採用し、人数を増やすでは

意味がないと思う。その後、仕事がし

やすい環境、体制づくりが必要。 

・女性消防吏員の活躍推進への対応に

ついては、現在の課題でもある。各種

ハラスメント、働きやすい環境作り

等、女性だけではない課題の対応に

も通じるところもあり、本日の研修

会を参考にして取り組んで行きたい。 
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⑤振り返り 

県内の女性消防吏員活躍推進を進め

るにあたり、本人の努力はもちろんのこ

と職場の理解や支援について、具体的な

取組事例も含めた研修内容は、参加者の

理解を深め、今後向かっていくべき方向

性を示す素晴らしいものでした。 

また、東西に長い島根県では、これま

で女性消防吏員が一堂に会する機会が

ほとんどありませんでしたので、研修会

終了後の講師との意見交換の場を持て

たことは、お互いに顔の見える関係づく

り、今後のネットワーク作りにもつなが

る成果でした。 

 

3.メッセージ 

 今回、島根県消防学校と防災部消防総

務課とが連携し、各消防本部及び各消防

本部女性消防吏員の協力を得て女性消

防吏員活躍推進事業に取り組み、一定の

評価をいただいたことは非常に嬉しい

ことであると同時に、より一層取り組み

を進めていくことの必要性を実感しま

した。 

 今後も島根県内の女性消防吏員はも

とより、消防全体の活性化が図られるよ

う、各関係機関と共に取り組んで参りま

す。 
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【静岡県】静岡市消防局 

 

 

○管轄区域：静岡県静岡市、島田市、

牧之原市、吉田町、川根

本町 

○管轄人口：880,735人 

○吏員数：1,055人 

（うち女性 33人・女性比率 3.1％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

 静岡市消防局は、令和元年度「消防

本部における女性消防吏員活躍推進に

関する取組に係る事業」の委託団体で

す。 

静岡市消防局は、静岡県の中心に位

置する静岡市の他、事務委託を受けて

いる島田市、牧之原市、吉田町及び川

根本町を管轄し、南に日本最深の駿河

湾、北に 3,000ｍ級の山々が連なる南

アルプスを配するなど豊かな自然環境

と温暖な気候に恵まれています。 

また、東西交通の軸となる東名高速

道路に加え、近年、新東名高速道路並

びに南北交通の軸として中部横断自動

車道が部分開通するなど、更なる発展

が大いに期待されているところであり

ます。 

 女性消防吏員の活躍推進のため、令

和元年度に静岡市消防局が主導して取

り組んだ２つの事業（① 「ラッピング

バス」による女性活躍推進の広告、② 

緊急消防援助隊静岡県大隊後方支援中

隊合同訓練への女性消防吏員参加）を

中心に、お話を伺いました。 

 

1.事業の実施に至る経緯 

 静岡市消防局は、特定事業主行動計

画の中で「職員きらきらプラン（消防

局版）」を掲げ、女性消防吏員活躍の礎

となる計画的な女性消防吏員の増員を

平成 28年度から行ってきました。 

しかし、当局管内にて実施した「公

安四機関合同ガイダンス（自衛隊・警

察・海上保安庁・消防）」や女性のため

の仕事見本市（静岡県主催）をはじめ

とする各種の採用説明会の参加者から、

消防は他業種に比べて女性活躍のイメ

ージは低いとの意見が多く、女性の新

規採用募集への申込み増を目指す上で、

女性消防吏員の活躍に特化したＰＲは

必要不可欠な状況にあります。 

 このことから、昨年度、「消防本部に

おける女性消防吏員活躍推進に関する

取組に係る事業」の委託団体として、

女性消防吏員を起用した消防業務紹介

ＰＲ動画を作成し、ＳＮＳ等を活用し

た広報活動を展開しました。 

今年度は、鉄道中心の交通体系の大

都市圏とは異なり、路線バスが居住地

区の大部分を網羅する重要なネットワ

ークである本県の特性を活かし、路線

バスを媒体とした「女性消防吏員活躍

推進」を施したラッピングバスによる
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ＰＲ等を委託事業として提案しました。

地域性を鑑みた「ラッピングバス」に

よる宣伝広報が、乗車する方は元より、

バスの走行を目にする方にも年代層を

問わずインパクトを与えることから、

多方面へのＰＲ効果を大いに期待され

るところです。 

 

 

 

 

2.具体的な取組 

 主な取組として、女性の新規採用募

集への申込み増を目的としたＰＲ活動

及び女性消防吏員の職域拡大を目指し

た訓練研修等を開催しました。 

(1)「ラッピングバス」による女性活躍

推進の広告 

・掲出期間 

令和元年８月１日から令和２年１月

31日までの６か月間 

・掲出先 

静岡市内路線バス１台（運行本数 10

本/１日 走行距離 130㎞/１日） 

  

また、ラッピングバスをモチーフと

したポスターを作成、更にポスター内

に昨年度作成したＰＲ動画（YouTube）

へのアクセスＱＲコードを掲載するこ

とで、昨年度事業の二次的活用を行い

ました。（同ポスターは主として、管内

の私鉄及び路線バス内へ中刷り広告と

して掲出） 

 

 

(2)緊急消防援助隊静岡県大隊後方支

援中隊合同訓練への女性消防吏員参

加 

・実施日 

令和元年９月５日 

・実施場所 

静岡市消防局内本部庁舎及び消防広 

場 

・参加人数 

県内 16 消防本部から 79 名参加（う

ち女性消防吏員 14名） 

 

本県内消防本部の女性消防吏員の訓

練参加を積極的に呼びかけ、広域応援

時の後方支援活動について、実際に女
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性消防吏員自らが活動し課題等を抽出

し整理することで、更なる活躍の場を

構築することを目的とした訓練を開催

しました。 

 

 

  

 実施後のアンケートの中で、全ての

参加者から「緊急援助隊の仕組みや後

方支援隊体制について、理解ができた」

又は「大体できた」との回答が得られ

たことに加え、ほとんどの参加者から

「今後も継続・検証していくべき」と

の回答を得たことを踏まえ、女性消防

吏員の職域拡大の後押しとなるよう、

来年度以降も同様の訓練を実施してい

く予定です。 

 

(3)女性消防吏員座談会（ＧＷ）等の実

施 

 局内職員への女性消防吏員活躍推進

事業の理解・協力を目的に、様々な取

組を実施しました。 

その中の一つ、女性消防吏員が一堂

に会した座談会（育休等除く 30名参加）

は、女性消防吏員自らが、女性の強み

等を活かした「女性消防吏員活躍広報」

をグループワークにて構築、各々がプ

レゼンテーションを行い、本事業に対

する当事者意識の向上を図りました。 

また、局内全職員に対し、各種教育

機関における女性活躍推進についての

教育内容を集約した e-ラーニングを

実施するなど、局全体の意識向上を図

りました。 

今後は、これら意見等と併せて、実

施予定の市民意識調査の結果を踏まえ、

住民のニーズに合った女性消防吏員の

キャリア形成について検討を図る計画

です。 

 

 

 

 

3.メッセージ 

この度の女性消防吏員活躍推進事業

に関しては、消防局内職員のみならず、

県内他の消防本部をはじめ、一般企業

の採用担当者、各種広告会社や市長部

局の広報アドバイザーの意見をいただ

くなど、各種方面から多大な協力を得
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られたことから、種々の手法を用いた

事業展開をすることができました。 

特に、お互い女性の就職先としての

イメージが低い他の保安機関（自衛隊・

海上保安庁・警察）との連携は、合同

でガイダンスを開催するなどの協力に

より、一定以上の効果がありました。 

また、女性消防吏員の座談会開催に

より、女性消防吏員間のコミュニケー

ションが活性化し、女性消防吏員自ら

が求める姿を明確化・共有化すること

で、自発的な女性消防吏員活躍推進が

より一層、深化していくことを期待し

ています。 

今後も、「性別にかかわらず誰もが能

力を最大限に発揮し活躍できる環境づ

くり」の担い手として、各方面との連

携協力を惜しまず「女性消防吏員活躍

推進」に取り組んでまいります。 
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【岡山県】倉敷市消防局 

 
 

○管轄区域：岡山県倉敷市、都窪郡早 

島町、浅口市金光町 

○管轄人口：506,187人 

○吏員数：459人 

（うち女性 9人・女性比率 2.0％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

 倉敷市消防局は、令和元年度「消防

本部における女性消防吏員活躍推進に

関する取組に係る事業」の委託団体で

す。 

倉敷市は、岡山県の南西部に位置し，

日本遺産に登録された倉敷川周辺に立

ち並ぶ白壁の街並みが残る「美観地区」、

国産ジーンズの発祥の地、繊維の町と

して有名な「児島地区」などを有する

観光都市である一方、全国有数の規模

を誇る水島臨海工業地帯を有する工業

都市の一面もある都市です。 

 倉敷市消防局は、受託２町を合わせ

た管轄人口が約 50万人、管轄面積は約

384 ㎢、職員数は条例定数 475 人で県

下では２番目の規模の消防本部です。

組織は、消防局４課、４消防署、３分

署、８出張所で構成され、２部交代制

で市民の安心安全のため職員一丸とな

って職務に当たっています。 

 令和元年度、女性消防吏員の活躍推

進のため、倉敷市消防局が主導して取

り組んだ３つの事業（①女性活躍推進

イベント「消防警察小町 2020」の実施、

②女性消防吏員に関する意識調査の実

施、③女性消防吏員の活躍推進に関す

る研修会の実施）を中心に、お話を伺

いました。 

 

1.事業の実施に至る経緯 

 倉敷市消防局では、現在９人の女性

消防吏員が消防隊、救急隊、通信指令

係、予防係等、交代制勤務や毎日勤務

の幅広い分野で活躍しています。 

 女性消防吏員の採用状況については、

平成８年度に初めて女性消防吏員を採

用して以降、平成 11年度までは継続的

に採用を行ってきましたが、平成 12年

度以降、長期間に渡り女性消防吏員の

採用がない状況が続きました。 

その後、平成 27年７月の「消防本部

における女性消防吏員の更なる活躍に

向けた取組の推進について」（消防庁次

長通知）を受け、現在、消防吏員に占

める女性消防吏員の比率５％を目標と

して、女性消防吏員の増員に向けた取

組を積極的に行っているところですが、

市民に対する女性消防吏員の認知度が

まだまだ低い点、採用試験の女性受験

者数が少ない点、男性多数女性少数の

職場であることによる男性目線での職

場環境等の課題があります。そのよう

な点を改善していくために、委託事業
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を提案しました。 

 

2.具体的な取組 

(1)女性活躍推進イベント「消防警察小 

町 2020」の実施 

女性消防吏員の増加を図るために

は、女性の採用試験受験者数を増加さ

せることが必須であり、そのためには、

今以上に市民に対して女性消防吏員

の存在を広く知ってもらう必要があ

ります。そして、より多くの人に「消

防にも女性がいる」、「消防という仕事

を女性も選択できる」、「女性も消防と

いう仕事で輝ける」と感じてもらうこ

とが必要と考え、女性消防吏員の認知

度向上と女性の採用試験受験者数の

増加を目的として、女性活躍推進イベ

ント「消防警察小町 2020」と銘打って

実施しました。多くの人に消防の仕事

を知ってもらうためには、集客を図る

ことが必須条件であることから、実施

場所は大型商業施設とし、イベントは

土日の両日開催としました。 

イベントタイトルの「消防警察小町

2020」から分かるように、本イベント

には、消防と同様に地域の安心安全を

守る仕事であり、同じく女性警察官の

採用及び活躍推進に力をいれている

岡山県警察本部に協力していただい

たほか、笠岡地区消防組合消防本部、

井原地区消防組合消防本部、総社市消

防本部、高梁市消防本部、新見市消防

本部、真庭市消防本部といった県内の

消防本部に加え、広島県の福山地区消

防組合消防局を含めた８消防本部と

１警察本部が合同で行うという大規

模なイベントとなりました。 

実施にあたっては、女性消防吏員や

女性警察官が主体となり、接客等を行

いました。各実施場所の目的を明確に

するため、「認知度向上スペース」と

「採用試験受験者数増加スペース」の

２つに区分し、「認知度向上スペース」

では、消防隊、救急隊、警察の鑑識な

どの体験型ブースを設けるほか、小さ

な子どもも楽しめるよう、子ども用防

火衣やミニ消防車、白バイの展示等を

行いました。それによって、大人から

子どもまでより多くの人に来場して

もらい、実際に消防や警察の装備品を

触ったり、体験してもらうことで消防

や警察をより身近に感じてもらい、ま

た興味を持ってもらうことで、将来の

職業の選択肢としてもらうことに努

めました。 
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「採用試験受験者数増加スペース」

では、消防士、警察官を目指す中学生

以上の女性をターゲットとして、女性

消防吏員と女性警察官による業務説明

会や座談会を実施しました。 

認知度向上スペースとは趣旨が異な

るため、静かな環境で落ち着いて話が

できるよう別の部屋を準備し、１日３

回の計６回行いました。警察と合同で

行うメリットを活かし、業務説明に関

しては、受講者が消防と警察を比較で

きるように消防と警察が同じテーマに

ついて交互に説明を行いました。 

業務説明会や座談会については、そ

れを目的として来てもらえるように、

岡山県内の中学校以上及び近県の高校、

大学、専門学校に参加団体が手分けを

してイベント案内を送付しました。 

実際に業務説明会に参加した人から

は、「消防学校に関することが詳しく知

れて良かった」や「消防・警察どちら

もやりがいのある仕事で興味深くなっ

た」といった声が聞かれました。 

 

 

 

 

２日間の集客数としては、「認知度向

上スペース」には約 4,000 人以上が、

「採用試験受験者数増加スペース」に

は約 80人が来場し、盛況で終えること

ができました。 

 

(2)女性消防吏員に関する意識調査の

実施 

消防吏員に占める女性消防吏員の比

率を目標である５％まで増員したとし
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ても、男性多数の中で女性が働くこと

に変わりはなく、女性は少数のままで

す。 

そのような中で、女性が働きやすい

環境を整備していくためには、「現状何

が足りないのか」、「何を求めているの

か」といった男性では気付くことがで

きない点を女性に聞くことも重要です。

女性が働きやすい環境を作っていくこ

とは、男性が働きやすい環境づくりに

もつながっていくと考えられます。 

一方で、この先引き続き女性消防吏

員の増員を図っていった場合、今まで

男性しかいなかった部署に女性が徐々

に配置されていくことが想定されます。

そのような状況の変化を想定して、長

い間男性のみの職場で仕事をしてきた

男性も意識改革を行うことが必要とな

ってきています。 

こういった変革期の状況を踏まえ、

現状、ハード面とソフト面で何が足り

ないのかを知り、どういった点を改善

していくべきかを洗い出すことを目的

として意識調査を実施しました。 

 それにより、今後対応・検討すべき

点として、 

① 仮眠室、浴室、トイレ等の施設に

ついては、早急に、かつ、今後継続

的に女性が増加していくことを想定

して、長期的視点を持って計画的に

整備していく必要があること。 

② 女性が働きやすい環境を作り出す

ため、予算要求時などに女性の視点

での意見を積極的に取り入れる必要

があること。 

③ 確保人員の見直し、そのための消

防職員全体の増員に向けた取組を行

う必要があること。 

④ 妊娠、育児等に伴う交代要員の確

保体制の構築や女性が安心して申告

できる環境づくりが必要であること。 

⑤ 男女問わない育児休暇の取得、育

休取得後の職場復帰を円滑にするた

めの相談窓口の設置や、育休復帰プ

ランの体制整備等、育児と仕事が両

立できる環境の整備が望まれること。 

の５点が判明したため、それを今後の

組織運営に反映させ、女性消防吏員の

更なる活躍を推進していきたいと考え

ます。 

 

(3)女性消防吏員の活躍推進に関する

研修会の実施 

女性消防吏員数の増加に向けた取組

を行っていく一方で、現職の女性消防

吏員はまだ少人数であることから、女

性間での仕事や職場の悩みの共有や、

働く環境の改善に対して意見を出すこ

とが困難な状況にあると思われます。 

また、女性が少ない状況が長く続い

た影響から、女性が管理職になるため

のロールモデルが存在しない状況にな

っています。そのような中で、女性活

躍推進に先進的な消防本部はそういっ

た問題をどのように解消していったの

か、また、他の消防本部の女性はどの

ような思いや悩みを持っているのかを

共有することを目的として、県内（一

部県外の消防本部を含む）の消防本部

からも参加を募り、総務省消防庁の女

性消防吏員活躍推進アドバイザーを招

聘しての講義及び意見交換会を実施し
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ました。 

併せて、女性消防吏員の増員に向け

た取組が全国的な流れであること、女

性消防吏員の増員に向けて全国の消防

本部が様々な取組を行っていること、

男性多数の中で働く女性がどういった

ことを思い、考えているのか、また、

どういったことで困っているのかを男

性にも知ってもらい、今後男性はどう

いった考えを持っていくべきかを考え

てもらうことを目的として男性にも受

講してもらいました。 

 

 

 

 

当研修会には、男女合わせて 52名の

職員が集まり、その中には「女性職員

もどんどん管理職やあらゆる部署へ進

出し、後進者を育てて欲しい」や「施

設等のハード面の充実も必要だが、職

員の意識も変わっていく必要がある」、

「経験談を聞けて勉強になった」とい

った声が聞かれました。 

 

3.メッセージ 

 女性消防吏員数の増員に向けた取組

を行ってきた結果、徐々に女性の採用

試験受験者数は増加しつつあり、毎年

一定数の女性消防吏員を採用できる状

況になってきています。 

一方で、現役の女性消防吏員が働き

やすい環境づくりについては、ハード

面及びソフト面に渡り、まだまだ道半

ばの状況です。 

女性が働きやすい環境を作っていく

ことは、結果として男性にとっても働

きやすい環境づくりにつながると考え

ます。今後は引き続き、女性消防吏員

の増員に向けた取組を行いつつ，女性

が働きやすい環境づくりはもちろん、

男性と女性がともに働きやすい環境づ

くりに向けて課題を整理し、問題点の

解決に取り組んでいきたいと思います。 
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【愛媛県】松山市消防局 

 

 

○管轄区域：愛媛県松山市 

○管轄人口：511,649人 

○吏員数：464人 

（うち女性 14人・女性比率 3.0％） 

いずれも平成 31年４月１日現在 

 

 松山市消防局は、令和元年度「消防

本部における女性消防吏員活躍推進に

関する取組に係る事業」の委託団体で

す。 

松山市は、美しい瀬戸内海に面し、

気候は温暖で自然災害も極めて少なく、

絶好の自然条件を備えています。また、

日本最古といわれる道後温泉や全国的

にも貴重な松山城、俳人正岡子規を輩

出するなど歴史情緒あふれる魅力的な

都市です。 

松山市消防局は、１局４署５支署２

救急出張所１救急ワークステーション

で構成されています。平成６年に愛媛

県で初めて女性消防吏員を採用し、現

在では四国の消防本部で最も多い 14

名が在職（派遣１名を除く）していま

す。14名のうち、８名が毎日勤務、６

名が交代制勤務をしています。今年度

初めて女性吏員１名を消防庁へ派遣し

ました。 

女性消防吏員の活躍推進のため、令

和元年度に松山市消防局が主導して取

り組んだ４つの事業（①貸切りバスに

よる先進企業視察、②女性活躍検討会

の開催、③女性向けおしごと説明会の

開催、④愛媛県内消防長への提言）を

中心に、お話を伺いました。 

 

1.事業の実施に至る経緯 

(1)当局のこれまでの取組 

当局では、平成 28年に「松山市消防

局女性職員の活躍推進に関する特定事

業主行動計画」を策定し、令和２年度

までに女性職員の占める割合や女性の

採用試験の受験者数などに具体的な目

標数値を定めました。 

具体的な取組として、松山市内の大

学や専門学校に人事担当者と女性消防

吏員が出向き、消防業務や消防での女

性の働き方についての説明会を実施す

ることや、小中学校や高校での防火防

災指導等の機会に、女性消防吏員が直

接指導を行うなどし、女性が活躍でき

る職場であることを積極的にＰＲして

きました。そのほか、松山市消防局公

式 Facebook を活用した女性消防吏員

募集の呼びかけやリクナビＨＰに先輩

職員の声として女性消防吏員の情報を

掲載するなど、ＳＮＳを活用したＰＲ

は現在も行っています。 

平成 30年には、松山市で開催された

総務省消防庁主催の女子学生等を対象

とした職業説明会（ワンデイ・インタ

ーンシップ）に出展し、職業としての
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女性消防吏員について広報を行いまし

た。また、受験者数増加の取組と並行

して、現職女性消防吏員の環境整備や

働き方について、女性の意見を最大限

参考にしながら推進しています。 

 

(2)平成 30 年度愛媛県消防長会秋季総

会での消防長の意見 

愛媛県には、14 の消防本部があり、

県内の女性消防吏員の人数は 31名（女

性比率 1.8％）、女性消防吏員が未採用

の消防本部が４本部あります（平成 31

年４月１日現在）。 

未採用消防本部の消防長からは、女

性吏員を積極的に採用したいが、女性

の応募者がゼロであったり、合格者が

他の消防本部へ採用されるなど、女性

吏員の採用に苦慮しているとの意見が

散見されました。 

また、女性を採用している消防本部

でも、女性吏員数が１人といった本部

もあり、女性同士のコミュニケ―ショ

ン不足により悩みが解決されないこと

や相談相手等の不在を懸念する消防長

も見られました。 

こうした経緯を踏まえ、県内の女性

消防吏員が一体となって事業を行い、

県内女性消防吏員のネットワーク構築

や女性受験者数増加、女性消防吏員ゼ

ロ本部の解消を目標に、愛媛県消防長

会と連携して女性消防吏員活躍推進事

業を計画しました。 

 

2.具体的な取組 

(1)課題の整理 

女性消防吏員の受験者数増加と現職

の女性消防吏員の環境改善を目的に、

次の課題を抽出しました。 

①働く環境 

ア コミュニケーション環境 

・本部内に女性が少なく、議論の機

会や相談相手がいない。 

・個人的な意見を発信することに躊

躇する。また、発信する場がない。 

イ 環境改善の取組 

・消防機関以外の民間企業等の多様

な働き方や先進的な取組に触れる

機会がない。 

②採用環境 

ア 消防本部の問題 

・女性の採用経験がなく（少なく）、

リクルートの方法が分からない。 

・女性が勤務できる環境（仮眠室や

更衣室など）が未整備。 

イ 受験者増加の弊害 

・力仕事、体育会系などのイメージ

により「男性の職場」と認識され

ている。 

・興味があり、情報収集しようとす

るも、男性職員には聞きづらく理

解の醸成が進まない。 

 

(2)課題に対するアプローチ 

①貸切りバスによる先進企業視察 

女性活躍推進法に基づく「えるぼし」

認定企業などを参考に、愛媛県内の民

間事業所２社を訪問しました。 

女性吏員 25 名（事務職を含む）と

人事等を担当する男性職員 18 名が貸

し切りバスで移動し、バス車内という

座席の距離感により自然とコミュニ

ケーションしやすい環境から、消防本
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部間の垣根を超えたホットな意見交

換を行いました。 

視察先では、女性社員が抱える悩み

や会社としての取組、今後の展望など

の説明があり、消防機関として今後進

めて行く検討材料を確認できました。 

また、女性消防吏員と女性社員のラ

ンチミーティングを行い、職務上の悩

み、キャリアプラン、子育てとの両立

など多岐に渡る意見交換を行いまし

た。 

そのほか、別室で男性職員同士のラ

ンチミーティングも行い、職種の違い

はありますが、採用試験の方法や施設

整備、働き方について情報交換を行い

ました。 

 

 

 

②女性活躍検討会の開催 

先進企業視察で感じた内容や、事前

に行ったアンケートを基に、これから

の女性の働き方を推進するため、視察

日と同日に検討会を開催しました。 

【検討内容】 

・女性活躍推進事業を行う理由や目

的など共通認識を深める。 

・先進事業所２社を訪問し、成果や 

課題を共有。 

・事前アンケートについて情報交換。 

・これからの働き方を検討し、愛媛 

県消防長会への提言内容を精査。 

 

 

③女性向けおしごと説明会の開催 

女性消防吏員未採用の消防本部を無

くすこと、また、女性受験者増加を目

的に、女性向けおしごと説明会を実施

しました。 

インターンシップのような就職体験

ではなく、女性消防吏員の認知度向上

と働き方への理解度を深めることに重

点を置き企画しました。そのため、女

性の対象年齢は設けず、小中学生を含

めた義務教育中の学生も参加可能とし、

全体説明会場及び消防体験、女性消防

吏員との座談会会場を愛媛県松山市と

し、案内を県内の高等学校、大学、専

門学校等へ行いました。遠方からの参

加を考慮し、愛媛県内３ブロックから

貸し切りバスによる送迎を行い、バス
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での移動中は、地域の女性消防吏員も

同乗し地域の実情に応じた地域ブロッ

ク別説明会を行いました。 

当日は、夏休み期間中の休日であり、

市内中心部で開催したことから、女子

学生やその家族、買い物客等の約 500 

人の方に参加していただき、多様な意

見を頂戴しました。 

体験後のアンケートでは、女性消防

吏員の存在を知らない方が４割程度見

られたこと、仕事を続ける上での弊害

や女性消防吏員が増えない理由は、出

産・育児と考える方が多かったこと、

広報で一番効果的なものはテレビとの

意見が多くみられました。 

 

 

④愛媛県内消防長への提言 

今年度実施した事業を踏まえて、県

内女性消防吏員の総意として令和元年

度愛媛県消防長会秋季総会内で提言を

行いました。 

【提言内容】 

・女性用スペースの確保等、安心して

働ける職場環境整備に努めて下さい。 

・体格等に応じた個人装備（身体保護

具等）の配備に努めて下さい。 

・法及び通知に基づき、女性吏員の職

域拡大や適性な配置を推進して下さ

い。 

・今後も女性同士の交流や研修会を設

け、女性活躍推進事業を継続して下

さい。 

 

 

3.メッセージ 

今回初めて愛媛県内の女性消防吏員

が一体となって事業を行いました。 

消防という社会の中で、少数派とな

ってしまう女性の声を県内全消防長へ

届けることができたことは、今後の女

性活躍推進事業を継続していく上でも

非常に大きな成果だと感じています。 

また、女性コミュニティー創設によ

る相談相手の獲得や関係性強化により、

所属で孤立することなく「オール愛媛」

でバックアップできる体制もできまし

た。 

今回の事業を踏まえて、全消防職員
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に対し、「女性活躍推進事業は女性だけ

の事業ではなく、性別や階級に関係な

く、すべての職員が、意欲的且つ継続

的に働ける環境整備を消防全体で取り

組むべきもの」と改めて意識付けする

ことができました。 

今後は、女性活躍推進事業を女性向

けの事業とせず、男性職員にも積極的

に参画してもらう予定です。また、県

内消防機関の連携強化だけに留まらず、

防災関係機関である警察や海上保安部、

自衛隊などと積極的に交流を持ち、情

報交換を重ねていきます。 

 今回実施した女性向けおしごと説明

会でのアンケート結果では、女性消防

職員の認知度の低さが顕著でした。採

用者数増加には、まず認知度の向上が

不可欠であると考えています。これか

らは、今まで以上に女性消防吏員のＰ

Ｒ活動を行い、男性に限らず女性にと

っても消防が就職先の選択肢の一つに

なるよう取り組んでいきます。 
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